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算定の参考になる他社事例など

業種別算定事例集

10業種の算定事例の紹介に加え、うち1業種について算定
ツールを活用した実践的算定例を紹介しています。実際に算定
する際のひな形としてご参照ください。

算定事例

国内外企業8０社程度の取組事例を紹介しています。企業の算
定目的、算定方法、活用方法、算定の課題などを掲載しておりま
す。自社取組みの検討の際にご参照ください。

サプライチェーンを通じた組織の温室効果ガス
排出等の算定のための排出原単位について
（排出原単位について）

排出原単位データベースの整備方針、使い方などをスコープ
1、スコープ2及びスコープ3のカテゴリ毎に整理した資料で
す。排出原単位の適用可否の判断などに活用できます。

Q&A

サプライチェーン排出量を算定するにあたって、よくある疑問
や判断の難しい箇所などを確認できます。Q&A形式で展開さ
れるため、より理解しやすい内容となっております。

業種別解説

「基本ガイドライン」の補完文書として、環境省と各業界団体が
策定した業界別の解説書です。業種固有の状況を踏まえ、算定
すべき範囲、算定方法、留意事項などについて具体例を含めて
紹介しています。

サプライチェーンを通じた組織の温室効果ガス
排出量の算定のための排出原単位データベース
（排出原単位データベース）

サプライチェーン排出量の算定に活用できる排出原単位を取
りまとめたデータベースです。国内及び海外の排出原単位デー
タベースも一覧形式で紹介しています。

算定をするときに必要となる資料

サプライチェーンを通じた温室効果ガス排出量
算定に関する基本ガイドライン（基本ガイドライン）

サプライチェーン排出量に関する国際的基準であるGHGプロ
トコル「スコープ3基準」などとの整合を図るとともに、国内の
実態をふまえて環境省と経済産業省が策定した我が国のガイ
ドラインです。サプライチェーン排出量算定の基本的な考え方
と算定方法を紹介しています。

基本ガイドラインの概要

基本ガイドライン全体の要点をとりまとめた資料です。 サプラ
イチェーン排出量を構成するスコープ1、スコープ2及びス
コープ3の各カテゴリについて、算定対象範囲と算定方法を整
理しています。

算定の基本理解や関係者に説明をするときに役立つ資料 算定をしやすくしてくれるツール

サプライチェーン排出量算定の考え方
（パンフレット）

「基本ガイドライン」に基づき、サプライチェーン排出量の考え方や
算定方法などを説明したパンフレットです。基本的な算定手順や
簡易算定方法、間違いやすい点の考え方などを紹介しています。

算定支援ツール

サプライチェーン排出量の算定に活用できるExcelファイル
です。「基本ガイドライン」で紹介されている各算定方法を実現
することができます。

活用事例

国内企業の経年算定結果の開示事例と開示する際の注意点を
紹介しています。自社の算定結果の活用や開示方法の検討の
際にご参照ください。

活用セミナー資料

講演資料「サプライチェーン排出量の活用について」、「民間企業に
よるサプライチェーン排出量活用の先進取組事例」、「第三者検証の
意義と検証を受ける際の技術的ポイント等」などをご参照ください。

算定結果を活用したいときに役立つ資料

物語でわかる
サプライチェーン
排出量算定

環境省ではサプライチェーン排出量の算定に役立つツールの整備
に取組んでおります。すべてのツールは環境省のウェブサイト「グ
リーン・バリューチェーン（GVC）プラットフォーム」※に掲載してお
りますのでご利用ください。
※http://www.env.go.jp/earth/ondanka/supply_chain/gvc/

算定に役立つ
各種ツールの紹介

環境省 GVC
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サプライチェーン排出量の考え方や算定方法などをわかりやすく記載したものです。
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算定に役立つ各種ツールの紹介 裏表紙

食品メーカー ◯◯社

経理部

グループ会社 ◯◯社の調達先

総務部環境部 製造部

営業部

経営企画部

環境省の問合せ窓口
技術的な質
問にも対応
してくれる。

Aさん
総務課から環境部に異動してきた、入
社5年目の女性社員。サプライチェー
ン排出量については何も知識がない。

B部長
環境部の部長。サプライチェーン算定
の必要性を感じており、今後の展開を検
討している。Aさんを担当者に抜擢。

C先輩
Aさんの先輩社員。算定報告公表制度、
省エネ法の報告の担当者。面倒見がよ
く、Aさんと一緒に算定方法を学ぶ。

営業部
職員

調達部

職員
経理部
職員

登場人物

本書の見方

本文の補足事項や具体的な算定
方法について図解します。

4章では「TRY」にて本章で身に
つけられる内容がわかります。

番号の付いた囲み部分は、上の
図版と対応しており、より詳しい
イメージを知ることができます。

1章～3章では【まとめ】として重
要事項がまとめられています。
4 章では、ホームペ ージ の
【Q&A】に掲載されている内容
を確認できます。

【本書で使用する主な資料】
環境省
パンフレット

基本
ガイドライン

排出原単位
データベース
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さ
っ
そ
く
だ
け
ど
、A
さ
ん
に
は【
サ

プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
排
出
量
】の
算
定
を

担
当
し
て
も
ら
う
。当
社
と
し
て
初

め
て
の
取
組
み
だ
か
ら
大
変
だ
と
思

う
け
ど
、よ
ろ
し
く
た
の
む
よ
。

は
い
。で
も
、【
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

排
出
量
】っ
て
何
で
す
か
？

簡
単
に
言
え
ば「
企
業
活
動
に
関
わ

る
全
て
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
」

の
こ
と
だ
よ
。

　
①
例
え
ば
、ウ
チ
の
会
社
の
商
品
の

白
身
フ
ラ
イ
。こ
れ
を
作
る
に
は
、ま

ず
海
外
会
社
か
ら
買
っ
て
い
る

フ
ィ
ッ
シ
ュ
ブ
ロ
ッ
ク
が
必
要
だ
ね
。

獲
っ
た
ス
ケ
ト
ウ
ダ
ラ
か
ら
骨
と
皮

を
取
り
除
い
た
フ
ィ
ー
レ
を
つ
く

り
、そ
れ
を
重
ね
て
ブ
ロ
ッ
ク
状
に

加
工
し
た
も
の
だ
。そ
れ
を
輸
入

し
、当
社
の
工
場
で
カ
ッ
ト
し
て
パ

ン
粉
を
つ
け
る
こ
と
で
、揚
げ
る
直

前
の
白
身
フ
ラ
イ
の
完
成
だ
。

こ
こ
ま
で
で
漁
獲
・
加
工
な
ど
様
々

な
工
程
が
あ
る
ね
。さ
ら
に
生
産
に

は
関
係
な
い
、社
員
の
通
勤
・
出
張
・

投
資
・
リ
ー
ス
、お
客
様
の
使
用
・
廃

棄
な
ど
の
活
動
も
あ
る
。こ
れ
ら
全

て
の
活
動
か
ら
排
出
さ
れ
る
C
O
2

な
ど
の「
温
室
効
果
ガ
ス
」の
合
計

を【
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
排
出
量
】と

呼
ぶ
ん
だ
よ
。

そ
れ
っ
て
ど
う
や
っ
て
調
べ
る
ん
で

し
ょ
う
か
？

詳
し
い
こ
と
は
、【
算
定
・
報
告
・
公

表
制
度
】や「
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の

合
理
化
等
に
関
す
る
法
律
」、つ
ま

り【
省
エ
ネ
法
】の
報
告
を
担
当
し

て
い
る
C
君
に
相
談
す
る
と
い
い
。

お
ー
い
C
君
、よ
ろ
し
く
な
。

●　

●　

●

総
務
課
か
ら
来
ま
し
た
A
で
す
。よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

よ
ろ
し
く
ね
。僕
も
あ
ま
り
よ
く
知

ら
な
い
ん
だ
け
ど
、②
環
境
省
が
詳
し

い
資
料
を
公
開
し
て
い
た
か
ら
、一
式

印
刷
し
て
お
い
た
よ
。僕
も一
緒
に
勉

強
す
る
か
ら
心
配
し
な
い
で
。じ
ゃ
あ

一緒
に
資
料
を
確
認
し
て
い
こ
う
か
。

（
す
ご
く
大
変
そ
う
だ
し
、難
し
そ

う
。私
に
で
き
る
か
な
ぁ・・・
。）

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
排
出
量
、算
定
・

報
告
・
公
表
制
度
と
は
？

第1章

算定目的の設定

排
出
量
算
定
の
た
め
に
、

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
と
は
何
か
を
知
ろ
う

A
5

　
　
【
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
排
出
量
】と
は
、

原
材
料
の
調
達
か
ら
製
造
・
使
用
・
廃
棄
ま
で
、

企
業
活
動
の
全
体
的
な
流
れ
の
中
で
排
出
さ
れ

た
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
の
こ
と
。

まとめ

環境省がウェブサイトで
公開している資料

※詳しくは裏表紙をご覧ください。
環境省が発行している排出量算
定についてのパンフレット。

パンフレットA
各カテゴリの概要や、基本的な
計算式を示したもの。

基本ガイドラインB

● Q&A、事例集
● ホームページ
● 算定ツール
● データベース
● 排出原単位
　　　　　etc...

他社から供給された電気、
熱・蒸気の使用に伴う
間接排出

CATEGORY 7

CATEGORY 14

CATEGORY 1

CATEGORY 2
CATEGORY 8

CATEGORY 5
CATEGORY 15

CATEGORY 13 CATEGORY 12

CATEGORY 4

CATEGORY 6

CATEGORY 10

CATEGORY 11

CATEGORY 9

CATEGORY 4

CATEGORY 3
スコープ1、2に含まれない
燃料及びエネルギー関連活動

調達している燃料の上流工程（採掘、精製など）に伴う排出
調達している電力の上流工程

（発電に使用する燃料の採掘、精製など）に伴う排出

輸送、配送（上流）
購入した製品・サービス

原材料・部品、容器・包装などが
製造されるまでの活動に伴う排出

資本財
自社の資本財の

建設・製造に伴う排出

事業から出る廃棄物
自社で発生した廃棄物の輸送（※1）、

処理に伴う排出

出張
従業員の出張に伴う排出

雇用者の通勤
従業員が通勤する際の
移動に伴う排出

リース資産（上流）
自社が賃借しているリース資産の操業に伴う排出
（スコープ1、2で算定する場合を除く）

販売した製品の廃棄
使用者（消費者・事業者）による製品の
廃棄時の処理に伴う排出（※2）

リース資産（下流）
自社が賃貸事業者として所有し、他者に
賃貸しているリース資産の運用に伴う排出

フランチャイズ
フランチャイズ加盟者における排出

投資
投資の運用に伴う排出

販売した製品の使用
使用者（消費者・事業者）に

よる製品の
使用に伴う排出

販売した製品の加工
事業者による中間製品の

加工に伴う排出

①報告対象年度に購入した製品・サービスのサプライヤーから自社への物流
　（輸送、荷役、保管）に伴う排出
②報告対象年度に購入した①以外の物流サービス（輸送、荷役、保管）に伴う排出
　（自社が費用負担している物流に伴う排出）

※1 スコープ3基準及び基本ガイドラインでは、輸送を任意算定対象としています。　 ※2：スコープ3基準及び基本ガイドラインでは、輸送は算定対象外ですが、算定いただいても構いません。

自社が販売した製品の最終消費者までの物流
（輸送、荷役、保管、販売）に伴う排出
（自社が費用負担していないものに限る。）

輸送、配送（上流）

その他（任意）
従業員や消費者の
日常生活に伴う排出など

輸送、配送（下流）

（※1）（※1）

（※2）（※2）

スコープ1 +  スコープ2 +  スコープ3

サプライチェーン排出量　＝

直接排出 間接排出 スコープ1、2以外の
間接排出

スコープ1、スコープ2以外の間接排出（事業者の活動に関連する他社の排出）

スコープ3はさらに15カテゴリと、任意の「その他」に分かれています。「その他」は環境省・経済産業省の
基本ガイドライン独自のカテゴリですが、それ以外はGHGプロトコルのスコープ3基準と整合していま
す。なお、対象となる温室効果ガスは、二酸化炭素（CO2）、メタン（CH4）、一酸化二窒素（N2O）、ハイドロ
フルオロカーボン類（HFCs）、パーフルオロカーボン類（PFCs）、六ふっ化硫黄（SF6）、三ふっ化窒素
（NF3）です。本書ではこれらの“温室効果ガスのCO2換算量”のことを“CO2”と表記し、“CO2換算後排出
量”のことを"排出量"と表記しています。

11

1

13 14

企業

事業者自らによる
温室効果ガスの直接排出
（燃料の燃焼、工業プロセス）

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
排
出
量
と
は

1

環
境
省
の

公
開
資
料

2

図1.サプライチェーン排出量のイメージ図

スコープ3

スコープ2

スコープ1
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情
報
の
集
め
方
、カ
テ
ゴ
リ
の

算
定
内
容
を
調
べ
よ
う

よ
く
分
か
り
ま
し
た
、あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
15
カ
テ
ゴ
リ
と
そ
の

他
を
算
定
す
る
の
は
大
変
で
す
ね
。

ほ
ん
と
多
い
ね
。そ
れ
に【
算
定
・
報

告
・
公
表
制
度
】や【
省
エ
ネ
法
】の

報
告（
ス
コ
ー
プ
1
・
2
）は
、自
社

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
を
把
握
し
、

そ
れ
に
伴
う
排
出
量
を
算
定
す
る

け
ど
、ス
コ
ー
プ
３
で
、他
社
や
お
客

さ
ん
の
情
報
を
集
め
る
な
ん
て
、一体

ど
う
や
れ
ば
い
い
の
か
な
？

あ
っ
、会
議
が
は
じ
ま
る
。じ
ゃ
あ
、

こ
の
先
は
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
見
な
が

ら
や
っ
て
み
て
。環
境
省
の
サ
イ
ト

に
色
々
な
企
業
の
取
組
事
例
が
あ

る
か
ら
参
考
に
し
て
み
て
ね
。

は
い
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

早
速
調
べ
て
み
ま
す
。

●　

●　

●

ま
ず
は「
環
境
省 

G
V
C
」で
検

索
っ
と
。あ
、「
環
境
省 

グ
リ
ー
ン
・

バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
」が
あ
る
。①
取
組
事
例
は
こ
れ

ね
。本
当
に
た
く
さ
ん
の
企
業
が
参

加
し
て
る
。食
品
製
造
業
は
…
あ
っ

た
。大
手
食
品
会
社
が
た
く
さ
ん

載
っ
て
る
わ
。

あ
れ
、A
社
の
算
定
し
た
カ
テ
ゴ
リ

一覧
を
見
る
と
、8
・
13・
14・
15
が
な

い
。全
て
の
カ
テ
ゴ
リ
を
算
定
し
な

く
て
も
い
い
の
か
な
？
S
社
は
10
・

14
、そ
の
他
が
該
当
無
し
。 

②
も
し

か
し
て
、企
業
に
よ
っ
て
は
該
当
し

な
い
カ
テ
ゴ
リ
が
あ
る
の
か
な
…
。

そ
れ
に【
活
動
量
】、【
原
単
位
】っ
て

何
だ
ろ
う
？
あ
っ
、パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の

2
章
に
あ
る
。…
な
る
ほ
ど
、 

③
基

本
式
は「
活
動
量
×
排
出
原
単
位
」

か
。基
本
式
に
代
入
す
る【
活
動
量
】

と【
排
出
原
単
位
】の
特
定
に
は
、環

境
省
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
や
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
を
活
用
で
き
る
の
ね
。お
客

さ
ん
の
情
報
を
集
め
る
カ
テ
ゴ
リ

11（
販
売
し
た
製
品
の
使
用
）も
、お

客
さ
ん
全
員
に
使
用
方
法
の
ア
ン

ケ
ー
ト
を
と
る
の
か
と
思
っ
た
け
れ

ど
、「
商
品
の
使
用
に
関
し
て
標
準

的
な
調
理
方
法
を
仮
定
し
、エ
ネ
ル

ギ
ー
量
を
算
定
」っ
て
こ
と
は
、使
用

方
法
を
こ
ち
ら
で
仮
定
し
て
算
定
で

き
る
の
ね
。そ
れ
な
ら
で
き
そ
う
。

2
章
に
は「
基
本
的
な
算
定
手
順
ス

テ
ッ
プ
1
算
定
目
的
の
設
定
」と
あ

る
。う
ち
の
会
社
の
算
定
目
的
は
何

か
、部
長
に
聞
い
て
み
な
き
ゃ
…
。

第1章

算定目的の設定

C

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
カ
テ
ゴ
リ
を

ど
こ
ま
で
算
定
す
る
の
か
確
認
し
よ
う

た
く
さ
ん
の
取
組
事
例
を
確
認
で
き
る

1
排
出
量
算
定
の
基
本
式

3

企
業
に
よ
っ
て
は
該
当
し
な
い
カ
テ
ゴ
リ
も

2

　
　

環
境
省
の
サ
イ
ト
に
、取
組
事
例
が
た
く

さ
ん
載
っ
て
い
る
の
で
、参
考
に
し
よ
う
。

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
2
章
を
見
る
と
、計
算
式
や
簡

易
な
算
定
方
法
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

まとめ

購入した製品・サービス
CATEGORY 1

雇用者の通勤
CATEGORY 7

事業から出る廃棄物
CATEGORY 5

リース資産（下流）
CATEGORY 13

フランチャイズ
CATEGORY 14

○◯社

該当なし 該当なし

 GVC事業者の活動の規模に関す
る量。例えば電気の使用
量、貨物の輸送量、廃棄物
の処理量、各種取引金額な
どが該当します。
社内の各種データや、文献
データ、業界平均データ、
製品の設計値などから収集
します。

活動量あたりのCO2排出量。例え
ば、電気1kWh使用あたりのCO2排
出量、貨物の輸送量1トンキロあたり
のCO2排出量、廃棄物の焼却1tあた
りのCO2排出量などが該当します。
基本的には既存のデータベースか
ら選択して使用しますが、排出量を直
接計測する方法や取引先から排出量
の算定結果の提供を受ける方法
（※）もあります。

×

×
電気

1kWh使用あたりの
CO2排出量

貨物の輸送量
1トンキロあたりの

CO2排出量
貨物の輸送量

廃棄物の処理量
廃棄物の焼却
1tあたりの
CO2排出量

基本式「活動量×排出原単位」

活動量

基本式

排出原単位
電気の使用量

排出原単位の例活動量の例

※これらの方法は計測機器や取引先との協力体制など、様々な準備が必要なため、
　本書では基本式による算定方法について記載します。

基本式に代入する活動量と排出原単位の特定には、環境省のガイド
ラインやデータベースを活用することができます。これらの資料
は、環境省の運営するウェブサイト「グリーン・バリューチェーン
プラットフォーム（http://www.env.go.jp/earth/ondanka/-
supply_chain/gvc/index.html）」に掲載されています。

サプライチェーン排出量は、スコープ1、2排出量とスコープ3排出量を合計して算定します。
（サプライチェーン排出量＝スコープ1排出量＋スコープ2排出量＋スコープ3排出量）

サプライチェーン排出量に関
する国内外の動向、算定方法な
どに関するトピックを掲載。
「算定ツール」では、基本ガイド
ラインや排出原単位データ
ベース、Q&Aなど、サプライ
チェーン排出量算定に役立つ
資料が用途別にまとめられて
いる。

各種算定ツールや、各社の取組
事例を確認できる

「環境省」ウェブサイト

スコープ3は基本式を
15カテゴリごとに計算し
合計して算定します。

A 社

B社

C社

図2.算定に該当しないカテゴリ
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部
長
、私
が
担
当
す
る
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
排
出
量
の
算
定
は
、ど
う

い
っ
た
目
的
で
実
施
す
る
こ
と
に
し

た
の
か
教
え
て
く
だ
さ
い
。

ご
め
ん
ご
め
ん
、算
定
の
目
的
を
き

ち
ん
と
伝
え
て
い
な
か
っ
た
ね
。①
今

回
の
算
定
の
目
的
は
、当
社
の
サ
プ

ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全
体
の
温
室
効
果
ガ

ス
排
出
量
の
把
握
で
す
。近
年
、サ

プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
排
出
量
を
把
握
し

て
い
る
こ
と
が
投
資
家
や
消
費
者

の
企
業
の
評
価
に
つ
な
が
る
よ
う
に

な
っ
て
き
て
い
る
か
ら
ね
。パ
ン
フ

レ
ッ
ト
の「
は
じ
め
に
」を
見
て
も
、

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
は
算
定
範
囲
が

広
い
ね
。②
い
き
な
り
詳
細
で
正
確

な
算
定
す
る
こ
と
は
難
し
い
と
思

う
か
ら
、既
に
社
内
に
あ
る
デ
ー
タ

を
集
め
て
算
定
で
き
る
範
囲
で
ま

ず
算
定
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

③
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
2
章
に
算
定
目

的
の
例
が
あ
り
ま
す
が
、こ
れ
の「
サ

プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
排
出
量
の
全
体
把

握
」が
今
回
の
目
的
に
な
り
そ
う
で

す
ね
。こ
の
目
的
を
達
成
す
る
算
定

が
で
き
る
よ
う
に
デ
ー
タ
を
集
め

た
い
と
思
い
ま
す
。

ど
ん
な
デ
ー
タ
が
必
要
か
を
整
理

で
き
た
ら
、C
君
も
交
え
て
ど
の
部

署
へ
依
頼
す
べ
き
か
一
緒
に
検
討
し

よ
う
。

わ
か
り
ま
し
た
。

今
回
の
算
定
に
よ
っ
て
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
排
出
量
が
把
握
で
き
た

ら
、当
社
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の

ど
こ
で
多
く
温
室
効
果
ガ
ス
を
排

出
し
て
い
る
か
把
握
で
き
る
と
思

う
。そ
う
し
た
ら
、 

④
今
後
の
目
標
と

し
て
算
定
精
度
を
上
げ
て
多
く
の
温

室
効
果
ガ
ス
を
排
出
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
の
削
減
策
の
検
討
を
進
め
て
い

き
た
い
。場
合
に
よ
っ
て
は
サ
プ
ラ
イ

ヤ
ー
と
連
携
し
て
削
減
策
を
検
討
す

る
可
能
性
も
あ
る
ね
。

⑤
基
本
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
第
1
部
5
・

4
に
も
、算
定
目
的
に
も
よ
り
ま
す

が
、算
定
は
段
階
的
に
取
組
む
こ
と

が
必
要
だ
と
あ
り
ま
し
た
。将
来
的

に
は
、削
減
策
を
検
討
す
る
た
め
に

も
算
定
精
度
の
高
い
算
定
方
法
に

変
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
場
合
も

あ
る
ん
で
す
ね
。

算
定
目
的
を
確
認
す
る
こ
と
で

算
定
方
法
な
ど
を
決
定
で
き
る

第1章

算定目的の設定

算
定
目
的
を
確
認
し
、ど
の
よ
う
に

算
定
を
す
す
め
る
か
決
定
し
よ
う

　
　

算
定
す
る
目
的
は
会
社
に
よ
っ
て
様
々
。

ま
ず
は
、会
社
が
何
の
た
め
に
算
定
す
る
の
か

を
理
解
す
る
こ
と
が
重
要
。そ
の
上
で
目
的
に

応
じ
た
算
定
方
法
を
設
定
す
る
必
要
が
あ
る
。

まとめ

算
定
精
度
の
設
定

1
算
定
目
的
の
設
定
に
あ
た
っ
て

3

目
的
に
合
っ
た
算
定
精
度
を
意
識
す
る

2

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
排
出
量
算
定
の
取
組
み
の
ス
テ
ッ
プ

4

算
定
目
的
を
決
定

5

目的に合わせて、継続的に把握できる算定範囲を
設定し、サプライチェーン排出量を簡易的でも把
握できる体制を整備。
※統計値、仕様、カタログ値からの推定、金額からの換
算など入手できる多様なデータを活用

目的にかなったサプライチェーン
排出量の算定範囲のカバー

サプライチェーン排出量の全体像
（排出量総量、排出源ごとの排出割
合）を把握し、サプライチェーン上
で優先的に削減すべき対象を特定
します。

サプライ
チェーン排出
量の全体像
把握

内　容算定目的

算定方法

特定した削減対象について、活動
実態に即したより精度の高い算定
を行い、具体的な削減対策の検討
に役立てます。

削減対象の
詳細評価

サプライチェーン排出量を継続的
に把握し、経年変化を評価するこ
とにより、サプライチェーン排出量
の増減を捉え、それにより削減対
策の進捗状況を把握します。

削減対策の
経年評価

自社のサプライチェーン排出量を
開示し、投資家や消費者、地域住民
などの利害関係者に対する自社の
活動に関する理解を深めてもらう
ことができます。

ステークホル
ダーへの情報
開示

サプライチェーン排出量という視点
を導入することで、個々の事業者だ
けではできないような削減対策を
他事業者と連携して推進します。

多様な事業者
による連携取
組みの推進

関係する取引先から排出量の提供を受ける方法

「排出量＝活動量×排出原単位」という算定式を用いて算定する方法

サプライチェーン排出量と削減貢
献量(※)を一緒に公表することで、
削減貢献量の参考指標として活用
することができます。

削減貢献量の
PR

削
減
取
組
み
の
継
続
的
実
施

経年変化により削減努力の評価が可能となるよ
うな、活動実態に即した算定方法を採用。
※排出量の大きさ、削減ポテンシャルなどに応じて適切
な算定方法を選択、組み合わせ

活動実態に即した
より精度の高い算定の実現

サプライチェーン排出量の削減取組みを継続的
に実施し、経年変化により排出量の削減効果を
把握。

継続的な改善効果の把握

目的の例を確認し、
自社に最も近いものを選ぶ スコープ3でも同じように、エネルギー消費量を自社のサプライチェーン

上の各社や顧客企業、最終消費者などに問合わせる必要がある？

スコープ1、2はエネルギー消費量を把握し、それに伴う排出量を算定する。

使用するデータについて、対応は事業者によって様々。
該当する活動が無いカテゴリもあるようだ。

同業他社を
確認すると

精度の高い算定を行うことができる。

現実的に全てのデータの提供を受けることは難しい。

メリット

デメリット

データの入手可能性が低い場合も、代替数値を用いて
算定することができる。

数値の精度が高く、そのデータでカバーできる算定範囲（カバー率）
が広いデータを集めることが望ましい。

さらに、例えば物量と積み上げ法で求めたライフサイクルアセスメント（LCA）の排出原単位
から算定するケースと、金額と産業連関表の排出原単位から算定するケースとでは精度が変わる。
さらに、仕様やカタログ値を用いて推定するのと、製品の使用実績に基づき算定するのとでも
差異が生じることが考えられる。

精度とカバー率、どちらが高いデータを使用すればよいかは算定目的による。
一般には、サプライチェーン全体で把握する排出量のカバー率を高めることが重要。

算定結果を用いて詳細な事業計画を立てるなど、精度の高い
データが必要な場合には向いていない。

メリット

デメリット

表1.算定目的の例

図3.サプライチェーン排出量算定の取組みのステップ
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パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
見
な
が
ら
進
め
よ

う
。ス
テ
ッ
プ
1
は
ク
リ
ア
で
き
た
わ
。

ス
テ
ッ
プ
２
は【
算
定
対
象
範
囲
】ね
。

【
温
室
効
果
ガ
ス
の
範
囲
】は
、C
さ

ん
が
担
当
し
て
い
る【
算
定
・
報
告
・

公
表
制
度
】の【
ガ
ス
の
種
類
】と
同

じ
ね
。あ
と
で
C
さ
ん
に
聞
こ
う
。

【
組
織
的
範
囲
】は
、 

①
グ
ル
ー
プ
会

社
全
体
と
そ
の
上
流
と
下
流
か
。既

に
社
内
に
あ
る
デ
ー
タ
が
ど
ん
な

も
の
が
あ
る
か
に
よ
る
わ
ね
。ス

コ
ー
プ
1
・
2
は
C
さ
ん
が
担
当
さ

れ
て
い
る
算
定
・
報
告
・
公
表
制
度

の
対
象
だ
か
ら
、あ
と
で
聞
い
て
み

よ
う
。

【
地
理
的
範
囲
】は
、国
内
と
海
外
、

当
社
も
海
外
に
畑
や
加
工
場
が
あ
る

し
、海
外
か
ら
原
材
料
を
調
達
し
て

い
る
か
ら
、デ
ー
タ
は
あ
り
そ
う
ね
。

【
活
動
の
種
類
】は
、温
室
効
果
ガ
ス

の
排
出
に
関
わ
る
す
べ
て
の
活
動

か
。お
客
様
が
、当
社
の
パ
ス
タ
ソ
ー

ス
を
ゆ
で
る
と
き
に
鍋
を
温
め
る
ガ

ス
と
か
、パ
ス
タ
に
か
け
て
電
子
レ

ン
ジ
で
温
め
る
な
ら
、電
気
の
排
出

量
も
必
要
か
も
し
れ
な
い
わ
ね
。

【
時
間
的
範
囲
】の
解
説
を
読
ん
で

も
意
味
が
わ
か
ら
な
い
わ
。こ
の
表

を
見
る
と
、②
カ
テ
ゴ
リ
に
よ
っ
て

は
、報
告
対
象
年
度
だ
け
じ
ゃ
な
く

て
、過
去
と
将
来
の
排
出
量
を
算
定

す
る
の
ね
。一
年
間
だ
け
じ
ゃ
な
い
の

ね
、思
っ
た
よ
り
大
変
か
も
…
。既
に

社
内
に
あ
る
デ
ー
タ
で
そ
こ
ま
で
集

め
ら
れ
る
か
な
？

と
り
あ
え
ず
先
を
読
ん
で
み
よ
う
。

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
ス
テ
ッ
プ
３
は
、ス

コ
ー
プ
３
活
動
の【
各
カ
テ
ゴ
リ
へ

の
分
類
】。こ
の
表
な
ら
、B
部
長
の

指
示「
ど
ん
な
デ
ー
タ
が
必
要
か
を

整
理
」の
参
考
に
で
き
そ
う
。

次
は
・・・
あ
、な
ん
だ
！【
デ
ー
タ
収

集
先
】の
例
も
整
理
さ
れ
て
る
。こ
の

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
使
え
る
わ
ね
。こ
れ

と
、さ
っ
き
C
さ
ん
に
教
え
て
も
ら
っ

た
、 

③
環
境
省
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の『
取

組
事
例
』と『
業
種
別
算
定
事
例
集
』

の
食
品
メ
ー
カ
ー
の
事
例
を
参
考

に
し
た
ら
、整
理
表
が
で
き
そ
う

ね
。部
長
の
宿
題
が
す
ぐ
に
で
き

ち
ゃっ
た
わ
。

算
定
の
範
囲
に
つ
い
て

ひ
と
つ
ひ
と
つ
確
認
し
よ
う

第2章

算定対象範囲の確認

ど
こ
ま
で
、い
つ
ま
で
が
算
定
対
象
か
知
ろ
う

　
　

環
境
省
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
は
、会
社
別
・

業
種
別
に
さ
ま
ざ
ま
な
取
組
み
の
資
料
が
掲

載
さ
れ
て
い
る
。自
社
と
同
じ
業
種
、似
た
取

組
み
を
参
考
に
で
き
る
。特
に
ど
ん
な
カ
テ
ゴ

リ
を
対
象
に
し
て
い
る
か
は
、自
社
の
算
定
を

行
う
上
で
も
重
要
に
な
っ
て
く
る
。

まとめ

グ
ル
ー
プ
単
位
を
自
社
の
範
囲
と
す
る
考
え
方

1
環
境
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
取
組
事
例
と
算
定
事
例
が
掲
載
さ
れ
て
い
る

3

算
定
対
象
と
す
る
排
出
量
が
実
際
に
排
出
さ
れ
る
年
度

2

取組事例のイメージ 個社別に取組事例を確認できる

リース稼働

原材料調達

単体

廃棄物処理 販売

グループ内
部品メーカーC
部品C 製造

グループ内
物流会社
部品輸送

グループ内
物流会社
部品輸送

グループ内
リース会社
製品のリース

グループ内
部品メーカーD
部品D 製造

本社

工場
製品製造

原材料調達

業種別算定事例集のイメージ

食品W社

会社ごとに、算定の目的や結果の活用方法を確認することができる。

算定・報告・公表制度はグループ単位ではなく個社を自社の範囲
として対応しますが、サプライチェーン排出量ではグループ単位
を自社の範囲として対応する必要があります。特に、グループ内
企業との取引がある場合は注意が必要です。

自社の活動からの排出量
（スコープ1、2）について
は、算定対象とした報告年
度に実際に燃料消費など
で排出した排出量が該当
します。一方、スコープ3
排出量（サプライチェーン
の上流や下流の排出量）
の排出時期は、算定対象
とした報告年度とは異な
る場合があります。

購入した製品・
サービス1

スコープ1、2に含ま
れない燃料及びエネ
ルギー関連活動

3

2 資本財

事業活動から出る
廃棄物5

4 輸送、配送（上流）

フランチャイズ14

リース資産（下流）13

販売した製品の廃棄12

販売した製品の使用11

販売した製品の加工10

輸送、配送（下流）9

リース資産（上流）8

雇用者の通勤7

出張6

15 投資

過　去 報告年度 将　来スコープ3カテゴリ

業種別に算定事例を確認できる

業種ごとに、算定方法や活動量・排出原単位の選択の例を確認することができる。

表2.算定対象となる活動が実際に排出している時期

電子機器 A社

電子機器 A社

建設業G社

建設業G社

図4.グループ単位での自社（スコープ1、2）
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い
や
ー
意
外
だ
っ
た
な
。①
当
社
も
環

境
を
ポ
ー
ズ
じ
ゃ
な
く
、ビ
ジ
ネ
ス
と

し
て
取
組
も
う
と
し
て
る
と
は
。

会
議
は
ど
う
で
し
た
か
。

ま
だ
関
係
者
外
秘
だ
け
ど
、予
想
外

に
面
白
か
っ
た
よ
。と
こ
ろ
で
サ
プ

ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
件
は
順
調
？

は
い
。B
部
長
か
ら「
ど
ん
な
デ
ー

タ
が
必
要
か
を
整
理
」と
い
う
宿
題

を
も
ら
い
、ま
と
ま
り
次
第
、部
内

で
打
ち
合
わ
せ
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。そ
の
資
料
と
し
て
、パ
ン
フ

レ
ッ
ト
第
2
章
、【
収
集
項
目
】の
表

を
ベ
ー
ス
に
、食
品
メ
ー
カ
ー
の
取

組
事
例
と
業
種
別
算
定
事
例
集
を

使
用
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
2
章
の
表
を
見
る
と

う
ち
の
部
署
が【
E
M
S
】、【
C
S
R

報
告
書
】や【
外
部
ア
ン
ケ
ー
ト
】の

た
め
に
収
集
済
み
の
デ
ー
タ
も
あ
る

ね
。デ
ー
タ
提
供
を
関
連
部
署
に
依

頼
す
る
の
は
な
か
な
か
大
変
だ
よ
。

法
令
義
務
で
も
な
い
の
に
、な
ぜ
や

る
必
要
が
あ
る
ん
だ
？
会
社
に
何
の

メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
ん
だ
？
と
か
、②
経

理
部
や
営
業
部
が
う
る
さ
い
ん
だ
。

そ
う
な
ん
で
す
ね
。

経
営
層
も
参
加
し
て
い
る【
C
S
R

委
員
会
】で
認
め
ら
れ
て
、【
E
M
S
】

の
よ
う
に
社
内
体
制
が
規
定
さ
れ

れ
ば
、や
り
や
す
い
ん
だ
け
ど
。サ
プ

ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
排
出
量
算
定
に
そ
こ

ま
で
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と
い
え
る

か
ど
う
か
？
と
も
か
く
、う
ち
の
部

署
で
デ
ー
タ
収
集
し
て
る
も
の
の
依

頼
先
と
デ
ー
タ
の
リ
ス
ト
が
あ
る

か
ら
、メ
ー
ル
す
る
ね
。

③
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
2
章
の
表
の
横
に

２
列（
依
頼
部
署
、環
境
部
で
デ
ー

タ
収
集
済
み
）を
追
加
し
て
、う
ち

の
部
署
で
収
集
済
み
の
デ
ー
タ
を

追
記
し
た
表
を
作
っ
て
、打
ち
合
わ

せ
資
料
と
し
よ
う
。こ
れ
な
ら
す
ぐ

で
き
る
よ
ね
。B
部
長
は
明
日
の
午

後
は
空
い
て
る
ね
。打
ち
合
わ
せ
を

お
願
い
し
と
い
て
。

は
い
！

で
き
る
だ
け
既
存
の
資
料
を
利
用

で
き
な
い
か
考
え
よ
う

第3章

活動の分類

自
社
で
ど
ん
な
活
動
を
し
て
い
る
の
か

調
査
し
よ
う

環
境
を
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
取
組
む
訓
示
が
出
た

1
す
で
に
あ
る
資
料
を
も
と
に
依
頼
先
を
整
理
し
よ
う

3

関
係
部
署
に
必
要
性
を
問
わ
れ
そ
う
だ

2

C

表3.各カテゴリの算定方針とデータ収集項目、データ収集先の整理（例）※1 省エネ法：エネルギーの使用の合理化などに関する法律　　※2　廃掃法：廃棄物の処理及び清掃に関する法律

営業 経理

　
　

算
定
の
資
料
は
新
規
で
収
集
す
る
よ

り
も
、す
で
に
社
内
に
あ
る
デ
ー
タ
を
利
用

す
る
方
が
現
実
的
だ
。

他
部
署
に
依
頼
が
必
要
な
も
の
を
は
っ
き

り
さ
せ
て
お
く
こ
と
が
重
要
。

まとめ

CO2

22

?

カテ
ゴリ 該当する活動 算定方法 データ収集項目 データ収集先 依頼部署 収集済み
1 原材料の調達 調達物ごとの年間調達量から算定 調達物ごとの調達量 各種調達データ

2 生産設備の増設 年間設備投資金額をもとに算定 年間設備投資金額 有価証券報告書

3 エネルギー関連活動 年間での各種エネルギー使用量をもとに算定 年間のエネルギー種別ごとの使用量 スコープ1,2 算定用データ

4
1.調達物流

送輸荷出 .2  
（自社が荷主となる委託物流）

1.  調達先及び納入場所の住所から輸送距離
を見積もり、算定

2.  省エネ法（※1）の特定荷主定期報告書の
出荷輸送部分を利用

1.  調達重量及び調達先の住所

2.  省エネ法（※1）の特定荷主定期報告書に
おける出荷輸送分

1.  各種調達データ
（調達先の住所及び調達重量）
2.  省エネ法（※1）の特定荷主定期
報告書

 

5 外部委託の廃棄物処理 廃棄物処理委託量から算定 廃棄物種別ごと処理方法ごとの処理委託量 環境報告書用の集計値（廃掃法（※2）の
マニュフェストなど）

6 従業員の出張 出張旅費金額から算定 交通手段別の出張旅費金額 経理データ

7 従業員の通勤 通勤費支給金額から算定 通勤手段別の通勤費支給額 経理データ

8 自社が賃借しているリース資産
の稼働 既にスコープ1,2 に計上済みのため、該当なし － －

9 出荷輸送
（自社が荷主となる輸送以降） 出荷先の住所からシナリオを設定し算定 出荷重量及び出荷先の住所 出荷先データ（出荷先の住所および出荷重量）

10 事業者による中間製品の加工 加工シナリオを設定して算定 販売した製品の加工方法 製品設計データ（加工）

11 使用者による製品の使用 実測値もしくは使用シナリオを設定して算定 実測値、仕様値、カタログ値、製品カテゴリ
の平均値、など 製品使用データ（使用）

12 使用者による製品の廃棄処理
1.  実測値もしくはシナリオを設定して算定 

2.  容器リサイクル法の報告値を利用

1.  実測値、仕様値、カタログ値、製品カテゴ
リの平均値、など

2.  容器リサイクル法の再商品化義務量

1. 製品設計データ（分解） 

2. 容器リサイクル法における再商品化義務量

13 他者に賃貸しているリース資産
の稼働 実測値もしくは使用シナリオを設定して算定 実測値、仕様値、カタログ値、製品カテゴリ

の平均値、など リース資産所管部署

14 自社が主宰するフランチャイズの
加盟者のスコープ1,2 の排出量 フランチャイズ加盟店のスコープ1,2 を算定 フランチャイズ加盟店のスコープ1,2 フランチャイズ加盟店

15
1.株式投資、債券投資
2.プロジェクトファイナンス

1.  投資先の年間スコープ1,2 排出量のうち、
投資持分比率を算定

2.  プロジェクトの生涯稼働時排出を報告対象
年に計上

1.投資先のスコープ1,2 排出量 

2.投資持分比 経理データ（有価証券報告書など）

その他（任意）
従業員や消費者の日常生活

サンプル世帯の環境家計簿からの排出量から
推計 サンプル世帯の環境家計簿からの排出量 サンプル世帯の環境家計簿



13 12

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
参
考
に
し
て
、社

内
に
あ
る
デ
ー
タ
と
依
頼
先
も
整

理
で
き
た
わ
。簡
単
そ
う
な
カ
テ
ゴ

リ
を
試
し
に
算
定
し
た
い
わ
ね
。パ

ン
フ
レ
ッ
ト
の
モ
デ
ル
試
算
に
は
、

カ
テ
ゴ
リ
6
出
張
が
載
っ
て
る
わ
。

た
ぶ
ん
簡
単
だ
ろ
う
か
ら
、ま
ず
カ

テ
ゴ
リ
6
出
張
を
算
定
し
て
み
よ

う
か
し
ら
。

え
え
と
、②「
基
本
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と

排
出
原
単
位
デ
ー
タ
べ
ー
ス
を
用

意
く
だ
さ
い
。」か
、用
意
し
て
る

わ
。

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
第
Ⅱ
部
2
・
6
に
は

「
各
交
通
機
関
に
よ
る
移
動
距
離
、

又
は
移
動
の
た
め
に
消
費
さ
れ
た

燃
料
使
用
量
が
把
握
で
き
る
場
合
」

と
書
い
て
る
わ
。 

で
も
、移
動
距
離

な
ら
ま
だ
し
も
、燃
料
消
費
量
な
ん

て
各
交
通
会
社
に
問
合
わ
せ
て
教

え
て
く
れ
る
も
の
な
の
か
し
ら
…
。

あ
っ
C
さ
ん
、こ
れ
を
見
て
も
ら
え

ま
す
か
？

各
交
通
会
社
に
当
社
の
出
張
の
燃

料
消
費
量
を
教
え
て
も
ら
う
の
は

難
し
い
な
。パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
確
認

し
た
？
①
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
3
章
に

簡
易
な
方
法
が
載
っ
て
い
た
と
思
う

か
ら
、と
り
あ
え
ず
見
て
み
よ
う
か
。

あ
っ
、簡
易
な
算
定
方
法
が
載
っ
て

い
ま
し
た
。交
通
会
社
へ
の
問
合
わ

せ
は
カ
ッ
ト
で
き
そ
う
で
す
。

や
っ
ぱ
り
現
実
的
な
算
定
方
法
が
設

定
さ
れ
て
い
る
ん
だ
ね
。

③
1
つ
の
算
定
方
法
だ
け
で
な
く

色
々
な
算
定
方
法
が
あ
っ
て
、し
か

も
よ
り
現
実
的
な
算
定
方
法
も
あ

る
ん
で
す
ね
。こ
れ
な
ら
経
理
に
出

張
の
デ
ー
タ
を
も
ら
え
ば
算
定
で
き

そ
う
で
す
ね
。

そ
う
だ
ね
。い
く
つ
か
算
定
方
法
が

あ
る
け
ど
ど
れ
を
使
え
ば
い
い
の
か

な
？
こ
れ
は
経
理
部
に
聞
い
て
、手

に
入
り
や
す
い
デ
ー
タ
を
使
っ
た
ほ

う
が
よ
さ
そ
う
だ
ね
。

自
分
の
会
社
の
現
状
に
即
し
た
算

定
方
法
で
算
定
で
き
る
の
は
あ
り
が

た
い
で
す
ね
。ま
ず
は
デ
ー
タ
を
確

認
し
て
み
ま
す
！

細
か
い
算
定
が
難
し
い
時
は
、

現
実
的
な
算
定
方
法
を
使
う

第4章 カテゴリ算定例

カテゴリ6・7
人の移動

出
張
・
通
勤
を
実
際
に
算
定
し
、

算
定
方
法
を
理
解
し
よ
う

「
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
、排
出
原
単
位
D
B

を
確
認
し
、実
際
に
デ
ー
タ
を
集
め
て
算
定
す
る
」と

い
う
基
本
的
な
算
定
の
流
れ
を
身
に
つ
け
よ
う
。

TRY

排出原単位DB

カテゴリ6 出張
■カテゴリ6 出張

ま
ず
は
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
大
体
の
内
容
を
把
握
し
よ
う

1
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
か
ら
、
基
本
・
簡
易 

そ
れ
ぞ
れ
の
算
定
パ
タ
ー
ン
を
確
認
す
る

3

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
D
B
で
詳
細
を
確
認
す
る

2

パンフレットで大体の内容を把握しよう。

パンフレット ▶第3章 簡易な算定方法 【カテゴリ6】出張を参照

排出原単位DBで算定に使用する排出原単位を確認しよう。

▶「[11]交通費支給額当たり排出原単位」などを参照

報告対象年度に常時使用する従業員の出張など、業務における
従業員の移動の際に使用する交通機関から排出される排出量。
（ただし、報告企業が所有・管理する移動手段を利用した場合は、スコープ1、2と
して算定するため除く）

 出張者の宿泊に伴う宿泊施設での排出
 車両や施設の製造に伴うライフサイクルでの排出

●従業員の対象は算定・報告・公表制度で定める常時使用する従業員であ
るが、算定対象範囲内の連結事業者の従業員も含む。
●フランチャイズチェーンやテナントの従業員は算定対象外とするが、対象
としてもよい。
●従業員自身が保有する自家用車で営業活動などの業務に係る移動を
行っている場合、その自動車による走行も本カテゴリの算定対象とする。

留意事項

基本ガイドライン ▶第２部 算定方法の解説 【カテゴリ6】出張を参照

各交通機関（旅客航空機、旅客鉄道、旅客船舶、自動車）による移動距離、
又は、移動のために消費された燃料使用量を使って算定する。

移動手段別の交通費支給額に基づいて算定する。

常時使用される従業員数に基づいて算定する。

出張日数に基づいて算定する。

基本の算定方法による算定が難しい場合

▲

排出原単位DBについては当参考書のP14を参照

上記の算定方法による算定が難しい場合

〈旅客航空機、旅客鉄道、旅客船舶、自動車〉

〈自動車〉

簡易

（輸送モード別）Σ｛（旅客人キロ）×（排出原単位）｝
ここで、旅客人キロ＝（経路別）Σ（旅客数×旅客移動距離）

【燃料法】Σ｛燃料使用量×排出原単位（＝単位発熱量×排出原単位×44/12）｝

【燃費法】Σ｛移動距離/燃費×排出原単位（＝単位発熱量×排出原単位×44/12）｝

（移動手段別） Σ（交通費支給額×排出原単位）

※青字部：交通会社から収集する一次データ、もしくは報告企業自身の一次データを使用する。
※赤字部：「燃料の燃焼時の排出に基づく原単位」または「ライフサイクルでの排出に基づく原単位」を使用する。
　使用する排出原単位は本カテゴリを通じて可能な限り一貫して適用し、適用した排出原単位の考え方を明示すること。

※青字部：報告企業自身の購入量データであり、一次データを使用する。
※赤字部：「サプライチェーンを通じた組織の温室効果ガス排出等の算定のための
　排出原単位データベース」などから引用・適用される二次データを使用する。

なお、移動手段別の交通費が不明な場合には、移動手段別の割合をサンプリング
調査などにより設定し算定する。

※青字部：報告企業自身の購入量データであり、一次データを使用する。
※赤字部：「サプライチェーンを通じた組織の温室効果ガス排出等の算定のための
　排出原単位データベース」などから引用・適用される二次データを使用する。

（出張種類（国内日帰・国内宿泊・海外）別）Σ（出張日数×排出原単位）

Σ（従業員数×排出原単位）

基本ガイドライン ▶第２部 算定方法の解説 【カテゴリ6】出張を参照

基本

任 意

任 意

 出張者の宿泊に伴う宿泊施設での排出任 意

 車両や施設の製造に伴うライフサイクルでの排出任 意

移動手段別の交通費支給額に
基づいて算定する簡易

Σ（交通費支給額×排出原単位）

■算定に使用する式は

■排出原単位は

■代入すると

■算定に使用できるデータは

6,853,582

6,853,582

22t-CO2=
0.00321(kgCO2/ )

0.00321(kgCO2/ )

雇用者の通勤
CATEGORY 7

出　張
CATEGORY 6

CATEGORY 6
算定方法①：出張旅費金額をもとに算定

 出張旅費金額

 出張旅費金額当たりの排出原単位

算定方法②：従業員数をもとに算定

 従業員数

 従業員数当たりの排出原単位

活動量

排出
原単位

活動量

排出
原単位

出張

パンフレット

基本ガイドライン
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活
動
量
と
し
て
利
用
す
る
デ
ー
タ

は
何
が
最
適
な
の
か
考
え
よ
う

排
出
量
算
定
の
基
本
式
は「
活
動
量
」

×「
排
出
原
単
位
」。こ
れ
は【
算
定
・

報
告
・
公
表
制
度
】と
同
じ
だ
な
。と

い
う
こ
と
は
、活
動
量
と
排
出
原
単

位
が
決
ま
れ
ば
算
定
で
き
る
ね
。

カ
テ
ゴ
リ
6
の
簡
易
算
定
方
法
で

は
、活
動
量
と
し
て
利
用
で
き
る
の

は【
移
動
手
段
別
の
交
通
費
支
給

額
】、【
出
張
日
数
】、【
従
業
員
数
】、

任
意
算
定
の【
宿
泊
数
】の
４
種
類

が
あ
る
の
ね
。④
排
出
原
単
位
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
の
[10]
〜
[13]
に
そ
れ
ぞ
れ
の

場
合
で
利
用
す
る
排
出
原
単
位
も

あ
る
か
ら
、こ
れ
で
算
定
で
き
そ
う
。 

一
番
簡
単
そ
う
な【
従
業
員
数
】か
ら

算
定
す
る
方
法
を
利
用
し
よ
う
か
な
。

【
従
業
員
数
】か
ら
算
定
す
る
方
法

か
。こ
れ
は
簡
単
で
今
回
み
た
い
に

全
体
を
把
握
す
る
だ
け
な
ら一
番
使

い
や
す
い
け
ど
、B
部
長
は
削
減
策

を
検
討
す
る
た
め
に
も
使
い
た
い
っ

て
言
っ
て
い
た
よ
ね
？
最
近
、当
社

も
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
を
使
っ
て

出
張
回
数
を
減
ら
し
て
い
る
け
ど
、

こ
の
算
定
方
法
だ
と
効
果
は
計
測

で
き
な
い
ね
。こ
の
方
法
だ
と
、排
出

量
の
削
減
策
は
従
業
員
の
削
減
し

か
な
い
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
よ
。

そ
う
か
。【
従
業
員
数
】に
対
応
す
る

排
出
原
単
位
を
用
い
る
と
い
う
こ

と
は
、一
般
的
な
会
社
の
従
業
員
一
人

当
た
り
の
出
張
に
よ
る
排
出
量
か

ら
、自
社
の
排
出
量
を
推
計
す
る
と

い
う
こ
と
な
ん
で
す
ね
。

自
社
内
の
デ
ー
タ
で
算
定
で
き
る

方
法
の
中
で
、で
き
る
だ
け
高
い
精

度
の
算
定
方
法
を
用
い
て
い
た
方

が
、後
々
活
用
で
き
る
可
能
性
が
拡

が
る
ん
で
す
ね
。

じ
ゃ
あ【
移
動
手
段
別
交
通
費
支
給

額
】を
用
い
れ
ば
、今
後
出
張
の
交

通
費
を
削
減
し
た
場
合
は
排
出
量

も
減
ら
せ
ま
す
ね
！
こ
の【
移
動
手

段
別
交
通
費
支
給
額
】に
対
応
す
る

デ
ー
タ
を
も
ら
え
ば
算
定
で
き
そ

う
ね
。

⑤
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
よ
る
と
、カ
テ
ゴ

リ
7
の「
通
勤
」も
同
じ
や
り
方
で
で

き
そ
う
だ
よ
。

そ
れ
な
ら
、出
張
の
交
通
費
の
デ
ー

タ
を
も
ら
う
際
に
通
勤
費
の
デ
ー

タ
も
も
ら
え
ば
、一緒
に
算
定
で
き
そ

う
で
す
ね
！ 

■
従
業
員
の
定
義
は
？

■
営
業
車
両
の
稼
働
は
ど
の
カ
テ
ゴ
リ
に

計
上
す
べ
き
か
？

■
自
家
用
車
の
通
勤
の
算
定
方
法
は
？

プラスワンQ&A参
照

排出原単位DB

排出原単位DB

排出原単位DBで算定に使用する排出原単位を確認しよう。

▶「交通費支給額当たり排出原単位」などを参照

カテゴリごとに利用可能な排出原単位を解説・整理したデータベース。
カテゴリごとの排出原単位一覧表（目次）や、国内・海外の排出原単位の一覧表が確認できる。

排出原単位DB（データベース）とは…

表4 交通区分別
　　旅客人・km当たりの排出原単位 表5 交通費支給額当たりの排出原単位

表8 延べ出張日数当たりの排出原単位

表7 従業員数当たりの排出原単位表6 宿泊数当たりの排出原単位

※青字部：報告企業自身の購入量データであり、一次データを使用する。
※赤字部：「サプライチェーンを通じた組織の温室効果ガス排出等の算定のための排出原単位
　データベース」等から引用・適用される二次データを使用する。

カテゴリ7 雇用者の通勤
■カテゴリ6 出張

各交通機関による移動距離、又は、移動のために消費された燃料
使用量が把握できる場合の算定方法。

（移動手段別の）交通費支給額に基づき算定する。

基本の算定方法による算定が難しい場合

簡易

（輸送モード別）Σ（旅客人キロ×排出原単位）
ここで、旅客人キロ＝（経路別）Σ（旅客数×旅客移動距離）

〈自動車〉
【燃料法】 Σ｛燃料使用量×排出原単位（＝単位発熱量×排出係数×44/12）｝

【燃費法】 Σ｛移動距離/燃費×排出原単位（＝単位発熱量×排出係数×44/12）｝

（移動手段別） Σ（交通費支給額×排出原単位）

※下線あり青字部：交通会社から収集する一次データを使用する。
※下線なし青字部：交通会社から収集する一次データ、もしくは報告企業自身の一次データを使用する。
※赤字部：「燃料の燃焼時の排出に基づく原単位」または「ライフサイクルでの排出に基づく原単位」を
　使用する。本カテゴリを通じて可能な限り一貫して適用し、適用した排出原単位の考え方を明示すること。

パンフレットで大体の内容を把握しよう。

パンフレット ▶第3章 簡易な算定方法 【カテゴリ7】雇用者の通勤を参照

排出原単位DBで算定に使用する排出原単位を確認しよう。

▶「従業員当たり排出原単位」などを参照

報告対象年度における常時使用する従業員の工場・事業所への通勤時に使用する交通
機関から排出される排出量（報告企業が所有・運行する移動手段を利用した場合は除く）
《任意》従業員のテレワーキングにより生じる排出量

●従業員の対象は算定・報告・公表制度で定める常時使用する従業員であるが、算定対象範囲内の連結事業者の従業員も含む。
●フランチャイズチェーンやテナントの従業員は算定対象外とするが、対象としてもよい。

留意事項

基本ガイドライン ▶第２部 算定方法の解説 【カテゴリ7】雇用者の通勤を参照

基本ガイドライン ▶第２部 算定方法の解説 【カテゴリ7】雇用者の通勤を参照

基本

排
出
原
単
位
D
B
か
ら
算
定
方
法
の
排
出
原
単
位
を
選
ぶ

4

カ
テ
ゴ
リ
7
の
算
定
方
法

5

▲

カテゴリ6で使用する排出原単位を確認

6,7883,211

移動手段別の交通費支給額に
基づいて算定する簡易

Σ（交通費支給額×排出原単位）

■算定に使用する式は

■排出原単位は

■代入すると

■算定に使用できるデータは

6,7883,211

93t-CO2=
0.00137(kgCO2/ )

0.00137(kgCO2/ )

交通区分

旅客航空機

旅客鉄道
旅客船舶

自動車

国内線
国際線

バス（営業用乗合）
タクシー・ハイヤー

0.00321
0.00201
0.00137
0.02286
0.00242
0.00220

排出原単位
（kgCO2/円）交通区分

旅客航空機

旅客鉄道
旅客船舶

自動車

国内
国際

バス（営業用乗合）
タクシー・ハイヤー
自家用乗用車

0.110
0.0830
0.0236
0.6497
0.0836
0.438
0.198

排出原単位
（kgCO2/人・km）

種別

全出張平均値
国内・日帰り
国内・宿泊
海外

0.030
0.030
0.027
0.045

延べ出張日数当たりの排出原単位
（tCO2/人・日）

種別

出張 0.130

従業員数当たりの排出原単位
（tCO2/人・年）種別

宿泊 31.5

排出原単位（kgCO2/泊）

▶テレワークに伴う排出量の算定は、ガイドラインを参照

排出原単位DB
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次
は
ど
の
カ
テ
ゴ
リ
が
い
い
か
な
。

カ
テ
ゴ
リ
6
・
7
は
簡
単
だ
っ
た
け

ど
、ど
ち
ら
も
移
動
だ
っ
た
か
ら
、

ひ
ょ
っ
と
し
て
輸
送
も
簡
単
か
も
。

輸
送
は
、カ
テ
ゴ
リ
4
輸
送
、配
送

（
上
流
）と
、カ
テ
ゴ
リ
9
輸
送
、配

送（
下
流
）の
２
つ
あ
る
の
ね
。

①
あ
れ
、カ
テ
ゴ
リ
4
輸
送
、配
送

（
上
流
）が
自
社
か
ら
発
送
す
る
輸

送
に
も
書
い
て
あ
る
。な
ん
で
自
社

か
ら
発
送
す
る
輸
送
な
の
に
上
流

な
ん
だ
ろ
う
？
こ
れ
で
合
っ
て
る
の

か
な
、環
境
省
に
電
話
し
て
み
よ
。

●　

●　

●

も
し
も
し
、サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
排

出
量
の
担
当
の
方
を
お
願
い
し
ま

す
。パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
自
社
か
ら
発

送
す
る
輸
送
と
し
て
カ
テ
ゴ
リ
4

と
カ
テ
ゴ
リ
9
の
両
方
が
書
い
て
あ

り
ま
す
が
、間
違
い
で
は
な
い
で
す

か
？

お
問
合
せ
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
図
３
に
あ
り
ま

す
よ
う
に
、②
ス
コ
ー
プ
3
基
準
で
は

お
金
の
流
れ
で
上
流
と
下
流
を
区

分
し
ま
す
。輸
送
会
社
へ
お
金
を

払
っ
て
出
荷
す
る
場
合
は
、自
社
を

中
心
と
し
た
物
の
流
れ
で
考
え
る

と
下
流
で
す
が
、お
金
を
支
払
っ
て

い
る
の
で
ス
コ
ー
プ
3
基
準
で
は
上

流
に
区
分
さ
れ
ま
す
。③
物
流
に
つ
い

て
は
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
Q
&
A
で
も

解
説
し
て
お
り
ま
す
の
で
、合
わ
せ

て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

確
認
し
ま
す
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

ス
コ
ー
プ
3
基
準
の
上
流
と
下
流

の
区
分
は
独
特
ね
。思
っ
た
よ
り
物

流
は
難
し
そ
う
。だ
け
ど
始
め

ち
ゃ
っ
た
し
、カ
テ
ゴ
リ
4
の
算
定

を
続
け
て
み
よ
う
。

輸
送
の
上
流
・
下
流
の
区
分
は

お
金
の
流
れ
に
基
づ
い
て
い
る

第4章 カテゴリ算定例

カテゴリ4・9
物の移動

輸
送
は
区
分
に
注
意
し
、

シ
ナ
リ
オ
を
用
い
た
算
定
を
学
ぼ
う

ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
商
品
に
つ
い
て
個
別
に
調
べ
る
の

は
現
実
的
で
は
な
い
。輸
送
シ
ナ
リ
オ
の
よ
う
に
、一

定
の
ル
ー
ル
に
当
て
は
め
た
算
定
も
し
て
み
よ
う
。

TRY

輸
送
の
「
上
流
」
が
ふ
た
つ
？

1
調
達
と
出
荷
・
廃
棄
の
物
流
に
つ
い
て

3

上
流
と
下
流
の
区
分

2

一次
サプライヤー
（原料）

自社輸送
（荷主：自社）

自社
自社倉庫

工場

他社輸送
（荷主：自社）

一次
サプライヤー
（材料）

サプライヤー
（燃料）

スコープ3 カテゴリ4

自社輸送
（荷主：自社）

他社輸送
（荷主：自社）

スコープ3 カテゴリ4

他社輸送
（荷主：他社）

スコープ3 カテゴリ4

燃料の輸送

スコープ3 カテゴリ3

スコープ1、2

スコープ1、2

（製品）

（廃棄物）

※2

※2

廃棄物
処理業者

自社輸送
（荷主：自社）

自社

工場

他社輸送
（荷主：自社）

スコープ3 カテゴリ4
他社の倉庫
卸　など

スコープ3 カテゴリ9
他社での販売
（小売店など）

スコープ3 カテゴリ9

他社輸送
（荷主：他社）

スコープ3 カテゴリ9

他社輸送
（荷主：自社）

スコープ3 カテゴリ5

他社輸送
（荷主：他社）

スコープ3 カテゴリ5

スコープ1、2

出荷及び廃棄に関する物流

調達に関する物流

※3

一次サプライヤーより
上流の輸送

スコープ3 カテゴリ1

一次サプライヤーより
上流の輸送

スコープ3 カテゴリ1

…

…

※1

※1

※1

※1

調達に関する物流は基本的にスコープ3カテゴリ4に該当します。ただし、自社が運行する輸送はスコープ1、2に含む可能性があります
ので、グループ内で輸送会社を有する場合はご注意ください。また、燃料の調達輸送はスコープ3カテゴリ3に該当します。

LCA（ライフサイクルアセスメント）などでは、自社を中心にモノの流れで上流と下流を
考えることが多いですが、スコープ3基準はお金の流れで上流と下流を考えています。
スコープ3基準のカテゴリ1～8が上流、カテゴリ9～15が下流に位置付けられていま
す。上流の定義は「原則として購入した製品やサービスに関する活動」、下流の定義は
「原則として販売した製品やサービスに関する活動」です。

荷主の出荷輸送はモノの流れでは下流ですが、
スコープ3基準では上流（カテゴリ4）に位置付けられます。

※1 環境省「排出原単位データベース」に掲載しておりますカテゴリ1に適用できる排出原単位は、※1の輸送を含んでいます。
　　よって、環境省「排出原単位データベース」を使用する場合は、別途※1にあたる輸送に伴う排出量を算定する必要はございません。
※2 スコープ3基準及び基本ガイドラインでは、輸送を任意算定対象としています。
※3 スコープ3基準及び基本ガイドラインでは、輸送を算定対象外としていますが、算定いただいても構いません。

自社から出ていく物流には大きく分けて、出荷に関する物流と廃棄物に関する物流があります。出荷に関する物流は、自社で運行する輸
送はスコープ1、2、他社に委託している輸送のうち自社が荷主の輸送はスコープ3カテゴリ4、自社が荷主の輸送以降はスコープ3カテ
ゴリ9に該当します。また、他社の倉庫や、卸、小売などはスコープ3カテゴリ9に該当します。一方、廃棄物の処理場までの輸送は、スコー
プ3カテゴリ5に該当します。

上流と下流の区分

輸送、配送（上流）
CATEGORY 4
輸送、配送（上流）

CATEGORY 4

企業

輸送、配送（下流）
CATEGORY 9

輸送、配送（上流）
CATEGORY 4

CATEGORY 9

CATEGORY 4

図5.パンフレットのイメージ図より

例えば

輸送、配送（上流）
CATEGORY 4

輸送、配送（下流）
CATEGORY 9

?

消費者

購入に関する
排出

上流

下流
販売に関する
排出

図7. 調達に関する物流

図8. 出荷及び廃棄に関する物流

図6.上流と下流の区分のイメージ
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う
ー
ん
、確
か
に
、簡
易
算
定
に
必

要
な
デ
ー
タ
と
し
て
、「
調
達
物
ご

と
の
輸
送
手
段
、輸
送
距
離
、積
載

率
」と
い
う
の
が
書
か
れ
て
い
る
け

ど
、こ
れ
も
さ
っ
き
の
出
張
の
算
定

と
同
じ
で
、各
企
業
に
問
合
わ
せ
し

た
と
し
て
も
こ
ん
な
の
教
え
て
く
れ

な
い
よ
ね
。第
一
、商
品
ご
と
の
輸
送

手
段
を
調
べ
る
だ
け
で
気
が
遠
く
な

り
そ
う
…
C
さ
ん
が
教
え
て
く
れ

た
よ
う
な
、も
っ
と
現
実
的
な
算
定

方
法
は
な
い
の
か
な
…

A
さ
ん
、困
っ
た
顔
を
し
て
る
け
ど

ど
う
し
た
の
？

出
張
の
算
定
方
法
の
時
の
よ
う
に
、

C
さ
ん
が
教
え
て
下
さ
っ
た
現
実
的

な
算
定
方
法
が
カ
テ
ゴ
リ
4
で
も

な
い
か
探
し
て
い
る
ん
で
す
。

上
流
の
輸
送
の
算
定
方
法
だ
ね
。ど

れ
ど
れ
…
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
注
に「
シ

ナ
リ
オ
を
作
成
し
、算
定
す
る
こ
と

も
可
能
」と
あ
る
よ
。こ
れ
が
使
え

る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
？

シ
ナ
リ
オ
？

④
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
よ
る
と
、輸
送

距
離
、輸
送
手
段
、積
載
率
に
関
し

て
、想
定
す
る
値
を
検
討
し
て「
輸

送
シ
ナ
リ
オ
」と
し
て
使
え
る
み
た

い
だ
よ
。こ
れ
が
い
わ
ゆ
る
現
実
的

な
算
定
方
法
か
な
？

そ
れ
な
ら
社
内
の
デ
ー
タ
を
使
っ
て

算
定
が
で
き
そ
う
で
す
。

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
国
内
輸
送
に
つ

い
て
書
か
れ
て
い
る
ね
。シ
ナ
リ
オ

に
つ
い
て
も
っ
と
知
る
に
は
、基
本

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
第
Ⅱ
部
2
・
4
・
2

を
確
認
す
れ
ば
よ
さ
そ
う
だ
ね
。

⑤
あ
と
、下
流
の
事
例
に
つ
い
て
も

「
取
組
事
例
」を
見
て
確
認
し
て
お

こ
う
か
。

は
い
！

輸
送
は【
シ
ナ
リ
オ
】に
よ
っ
て

現
実
的
に
算
定
可
能

プラスワンQ&A参
照

■
輸
送
の
上
流
と
下
流
は
ど
の
よ
う
に

分
類
す
る
か
？

■
下
流
の
輸
送
に
は
ど
の
よ
う
な
活
動
が

該
当
す
る
か
？

■
輸
送
シ
ナ
リ
オ
の
設
定
は
ど
の
よ
う
に

行
え
ば
よ
い
か
？

排出原単位DB
食品会社で輸送（下流）が当てはまる事例

カテゴリ4 輸送、配送（上流） カテゴリ9 輸送、配送（下流）も同様です

国内における輸送については、算定・報告・公表制度における
特定荷主の算定方法を適用して算定する。 

原材料などの輸送シナリオに基づいて算定する。

基本の算定方法による算定が難しい場合

簡易

国内輸送は10トントラックで500km片道輸送・積載率50％とする。

【燃料法】Σ｛（燃料使用量）×（排出原単位）｝

【燃費法】Σ｛（輸送距離）/（燃費）×（排出原単位）｝

【トンキロ法】※ただし、トンキロ法では帰り便の空輸送に係る排出量は算定できない
＜トラック＞Σ｛（輸送トンキロ）×（トンキロ法燃料使用原単位）×（排出原単位）｝
＜鉄道、船舶、航空＞Σ（輸送トンキロ）×（トンキロ法輸送機関別排出原単位）

（例）カーボンフットプリント試行事業における原材料の輸送シナリオ

※青字部：サプライヤーから収集するデータを使用する。
※赤字部：「原単位データベース」などから引用・適用される二次データを使用する。

カ
テ
ゴ
リ
4
の
算
定
方
法

4
パンフレットで大体の内容を把握しよう。

パンフレット ▶第3章 簡易な算定方法 【カテゴリ４】輸送、配送（上流）を参照

排出原単位DBで算定に使用する排出原単位を確認しよう。

▶「温対法算定・報告・公表制度における【輸送】に関する排出係数」などを参照

①報告企業が報告対象年度に購入した製品・サービスのサプライヤーから
　自社への物流（輸送、荷役、保管）に伴う排出
②報告企業が報告対象年度に購入した①以外の物流サービス（輸送、荷役、保管）に伴う排出
　（自社が費用負担している物流に伴う排出）

●出荷物流でも、自社が荷主なら「下流」（カテゴリ9）でなく「上流」（カテゴリ4）
●商社などの仲介業者が商取引を仲介している場合であっても物流として製造者から直接手配して引き取っている場合などは、
自社が調達した製品・サービスの製造者からの輸送を算定対象に含めることとする。
●帰り便の空輸送は、「車建てで期間契約している場合」、「車建てで輸送区間ごとに契約しているが、契約形態から見て他社の貨
物輸送を行うことが実質的に不可能である場合」は算定することとする。

留意事項

基本ガイドライン ▶第２部 算定方法の解説 【カテゴリ４】輸送、配送（上流）を参照

基本ガイドライン ▶第２部 算定方法の解説 【カテゴリ４】輸送、配送（上流）を参照

A

 1,600km
1,000km

基本

カ
テ
ゴ
リ
9 

輸
送
、
配
送[

下
流] 

の
事
例

5

▶冷媒の漏えい、物流拠点や販売拠点での荷役、保管、販売の排出量はガイドラインを参照

最終製品メーカーが小売業者に製品を供給した場合、最終製品メーカーにとってのカテゴリ9
に該当する活動は、小売業者工場から小売業者の各店舗までの輸送・保管、小売業者店舗にお
ける販売（照明、空調、冷蔵など）などが該当します。
また、小売業者の場合は、店舗で販売した製品の輸送を購入者が担うことから、顧客の移動に
伴う排出量を算定することも可能としています（参考：業種別解説（小売業））。 

 

カテゴリ9 輸送、配送（下流）は・・・

①報告企業が報告年に販売した製品の、報告企業から消費者までの輸送・流通。
　（報告企業が費用負担していないものに限る）
②報告企業が所有・管理しない車両・施設での小売、保管を含む。
　（報告企業が保有・管理していない車両・施設を利用）

●所有権を引き渡した以降の物流、保管（販売含む）が対象。→ 改正省エネ法における委託物流は、該当しない。
●製品が店舗販売される場合で、最終製品の購入者が直接の取引先である場合に、購買のための顧客の移動に伴う排出量も対
象とすることができる。郊外型店舗などの集客施設のように顧客の移動が物流の代替機能を担う場合にサプライチェーンの全
体像を把握するために算定することが望まれる。

留意事項

基本ガイドライン ▶第２部 算定方法の解説 【カテゴリ４】輸送、配送（上流）を参照

※1 製品輸送を小売業者が委託した場合はカテゴリ9算定対象。
※2 顧客の移動は任意算定対象。

※1
最終製品メーカー

※2移動

小売業者工場
輸送輸送 輸送

保管

小売業者倉庫

カテゴリ9算定対象範囲

販売

小売業者店舗

照明 空調 冷蔵

図9.カテゴリ 9における算定対象範囲 顧客の住居
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次
に
簡
単
そ
う
な
の
は
ど
れ
か
し

ら
。さ
っ
き
整
理
し
た
デ
ー
タ
収
集

先
を
見
る
と
、有
価
証
券
報
告
書
が

あ
れ
ば
、算
定
で
き
る
の
は
、カ
テ
ゴ

リ
２
資
本
財
、カ
テ
ゴ
リ
15
投
資

ね
。な
ん
と
な
く
金
額
が
わ
か
れ

ば
、簡
単
に
算
定
で
き
そ
う
な
気
が

す
る
わ
。ま
ず
、経
理
部
に
お
願
い

し
て
有
価
証
券
報
告
書
の
デ
ー
タ

を
も
ら
お
う
。

●　

●　

●

デ
ー
タ
？
今
、取
り
ま
と
め
の
時
期

で
忙
し
い
の
だ
け
ど
。取
扱
い
注
意

の
デ
ー
タ
も
あ
る
し
。デ
ー
タ
の
使

用
目
的
と
し
て
必
要
だ
か
ら
算
定

す
る
必
要
性
を
教
え
て
。①
法
令
義

務
な
の
？
会
社
に
と
っ
て
の
メ
リ
ッ

ト
は
？

法
令
義
務
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。会
社

に
と
っ
て
の
メ
リ
ッ
ト
や
算
定
の
必

要
性
は
、整
理
し
て
改
め
て
お
答
え

し
ま
す
。

●　

●　

●

C
さ
ー
ん
、経
理
部
に
デ
ー
タ
を
依

頼
し
た
ら
、法
令
義
務
で
な
い
な

ら
、ま
ず
会
社
に
と
っ
て
の
メ
リ
ッ
ト

や
算
定
の
必
要
性
を
教
え
て
欲
し

い
と
言
わ
れ
ま
し
た
。ど
う
説
明

す
れ
ば
い
い
で
し
ょ
う
か
？

や
っ
ぱ
聞
か
れ
た
か
。ま
あ
、も
っ
と

も
な
疑
問
だ
け
ど
ね
。以
前
、社
外

ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答
に
必
要
な
デ
ー

タ
を
依
頼
す
る
際
も
同
じ
よ
う
に

詰
め
ら
れ
て
、そ
れ
以
来
、普
段
か

ら
そ
う
い
う
視
点
で
考
え
る
よ
う

に
な
っ
た
ん
だ
。ま
ず
、メ
リ
ッ
ト
は
、

③
成
功
事
例
の
紹
介
。必
要
性
に
つ

い
て
は
、同
業
他
社
の
動
向
を
整
理

し
た
一
覧
表
を
提
示
し
た
り
、「
④
サ

プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
排
出
量
を
算
定
す

る
日
本
企
業
が
増
え
て
い
る
」と
い

う
こ
と
を
示
す
統
計
資
料
を
用
意

す
る
と
説
明
し
や
す
い
よ
。加
え
て

そ
も
そ
も
算
定
す
る
目
的
で
あ
る
、

②
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全
体
の
排
出

量
を
把
握
し
て
、今
後
の
当
社
の
削

減
す
べ
き
点
の
特
定
も
説
明
す
る
と

い
い
ね
。

●　

●　

●

会
社
に
と
っ
て
の
メ
リ
ッ
ト
や
算
定

の
必
要
性
を
整
理
し
て
き
ま
し
た
。

メ
リ
ッ
ト
は
…

よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。基
本
的
に
は

公
開
資
料
し
か
提
供
で
き
ま
せ
ん

け
ど
、ど
う
し
て
も
必
要
な
デ
ー
タ

が
あ
れ
ば
、相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

排
出
量
算
定
の
必
要
性
に
つ
い
て

説
明
を
求
め
ら
れ
た
時
に
は

N=CDPへの回答企業数

図10：算定カテゴリ数別企業割合の推移（CDPジャパン500対象企業）

100%

75%

50%

25%

0%
2012年
（N＝233） （N＝227） （N＝220）

2013年 2014年

11-15個
8-10個
5-7個
2-4個
1個
0個

15カテゴリのうち、
回答したカテゴリ数

0.65％
1.31％
2.61％

26.80％ 21.60％

73% 78% 91%
30.72％

37.91％

6.17％

16.05％

12.96％

32.10％

11.11％

16.15％

28.57％

13.66％

21.74％

11.18％

8.70％

第4章 カテゴリ算定例

カテゴリ2・15
資本財・投資

他
部
署
の
協
力
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
、

算
定
意
義
を
ま
と
め
る
な
ど

デ
ー
タ
の
依
頼
方
法
を
工
夫
し
よ
う

成
功
事
例
や
同
業
他
社
の
動
向
を
整
理
し
た
資
料

を
事
前
に
準
備
し
、説
明
を
し
よ
う
。

TRY

企業としてサプライチェーン
排出量算定に取組む意義とは

では、バリューチェーンで考えてみると・・・

データの算出・提供には時間がかかるため
スムーズに提供を受けられない場合も考えられる。

自社が影響を与えている排出量は多様
（購入した製品・サービス、販売した製品の使用など）であり、

スコープ1、2に比べても大きいケースが多い。

【地球温暖化対策の推進に関する法律（温対法）】などに対応するため、
すでに企業はスコープ1、2に該当する排出量の削減努力を続けている。
しかし、もう削減できる部分はほとんど削減しているため、スコープ1、2
分野では大きな効果は見込めないことが多い。

デ
ー
タ
提
供
の
問
題

1
成
功
事
例

3

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
排
出
量
を
算
定
す
る
日
本
企
業
の
動
向

4

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
に
取
組
む
意
義

2

▲

成功事例について詳しくはパンフレットの「ビジネスへの活用に向けて」を参照

全体概算は、バリューチェーン上の排出量のうち、
相対的に排出量の多いカテゴリ（削減取組みを進めるべき

カテゴリ）を見出すために意義がある！

依頼する際は、算定に必要なデータについて
細かく指定することが重要

各部署の担当者に、サプライチェーン排出量について理解してもらうことは難しい。
環境部から、算定に必要なデータがあるか確認したり、どの程度正確なデータにする
か決めたり、データのフォーマットを提供したりして工夫しよう。

スコープ3が対象となるアンケート調査が増えたこともあり、算定する企業はグローバルなメーカーに留まらず、
国内の小売・サービス業などにも広がっている。

日本の時価総額上位500社が対象である【CDPジャパン500】では

先進的に環境経営に取り組む企業の中に、サプライチェーン排出量を算定し、
算定結果をビジネスに活用する企業が増えている。

■成功事例について ！

CDP
9

資本財
CATEGORY 2

投　資
CATEGORY 15

■ 外部アンケートなどで、サプライチェーン排出量報告の設問に回答できるようになる！
■ CO2という共通の尺度で評価できるので、業態や部署を超えて共通の目標が設定
　 できるようになる！
■ 業態に合った削減を推し進めることができるようになる！

よって

例えば

■算定企業の増加について

算定結果のビジネス活用方法

CDPジャパン500気候変動レポート 2012-2014より、「平成26年度サプライチェーンにおける温室効果ガス排出量等算定方法調査委託業務」事務局が調査
※CDPについては当参考書の40ページを参照

▲

アンケート調査については当参考書の40、41ページを参照

最低1カテゴリでもスコープ3対応を行った企業割合は、73% 　78% 　91%に増加。
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公
開
資
料
だ
け
で
算
定
で
き
る
か

な
。ま
ず
は
⑤
カ
テ
ゴ
リ
2
資
本
財

ね
。排
出
原
単
位
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の

〔
6
〕に【
資
本
財
の
価
格
当
た
り
排

出
原
単
位
】が
あ
る
わ
。こ
の
排
出

係
数
に
対
応
す
る
活
動
量
が
、報
告

年一年
間
の
資
本
財
へ
の
投
資
額
ね
。

こ
の
原
単
位
は【
資
本
形
成
部
門
ご

と
の
資
本
財
価
格
当
た
り
排
出
原

単
位
】っ
て
書
い
て
あ
る
け
ど
、こ
れ

は
ど
う
い
う
意
味
か
な
。Q
&
A
を

見
て
み
よ
う
。な
る
ほ
ど
、つ
ま
り
資

本
財
へ
の
投
資
額
に
当
社
の
業
種

【
食
料
品
】の
原
単
位
を
当
て
る
と

計
算
で
き
る
の
ね
、簡
単
だ
わ
。

次
は
、⑥
カ
テ
ゴ
リ
15
投
資
ね
。こ
の

カ
テ
ゴ
リ
の
算
定
対
象
範
囲
は
株

式
投
資
、債
券
投
資
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
等
の
運
用
に
関
連
す

る
排
出
量
を
算
定
す
る
の
ね
。株
式

を
保
有
し
て
い
る
企
業
の
ス
コ
ー
プ

1・2
の
排
出
量
に
保
有
割
合
を
か

け
れ
ば
い
い
な
ら
、簡
単
か
も
。

A
さ
ん
、投
資
の
算
定
は
ど
ん
な
感

じ
か
な
？

は
い
、投
資
は
株
式
の
保
有
割
合
が

わ
か
れ
ば
す
ぐ
で
き
そ
う
で
す
！

保
有
し
て
い
る
株
式
が
大
企
業
の

も
の
な
ら
保
有
割
合
も
す
ぐ
わ
か
る

し
、ス
コ
ー
プ
1
・
2
排
出
量
を

C
S
R
報
告
書
な
ど
で
公
表
し
て

い
る
企
業
も
多
い
。デ
ー
タ
集
め
は

大
丈
夫
そ
う
だ
ね
。

そ
う
で
す
ね
。た
だ
有
価
証
券
報
告

書
に
よ
る
と
、当
社
は
い
く
ら
か
株

を
持
っ
て
い
る
み
た
い
だ
け
れ
ど
、

こ
れ
は
投
資
的
な
意
味
合
い
で
は
な

く
、持
合
い
で
持
っ
て
い
る
だ
け
み

た
い
で
す
。そ
れ
で
も
算
定
し
な
く

ち
ゃ
い
け
な
い
ん
で
し
ょ
う
か
。

Q
&
A
に
書
い
て
あ
る
か
な
…
。

あ
っ
た
よ
、や
っ
ぱ
り
投
資
は「
利
益

を
得
る
た
め
に
投
資
を
行
う
事
業

者（
主
と
し
て
民
間
金
融
機
関
）」向

け
の
カ
テ
ゴ
リ
だ
そ
う
だ
。当
社
の

業
態
で
は
、持
ち
合
い
株
に
つ
い
て

は
算
定
し
な
く
て
よ
さ
そ
う
だ
ね
。

じ
ゃ
あ
、こ
の
カ
テ
ゴ
リ
15
は
算
定

対
象
外
に
し
ま
す
！

資
本
財
、投
資
の
カ
テ
ゴ
リ
を

算
定
し
よ
う

プラスワンQ&A参
照

■「
原
単
位
D
B
の[

６]

資
本
財
価
格
当
た

り
排
出
原
単
位
」の
使
い
方
を
知
り
た
い
。

■
持
ち
合
い
株
し
か
持
っ
て
い
な
い
場
合

カ
テ
ゴ
リ
15
の
算
定
は
必
要
？

■
カ
テ
ゴ
リ
１
、カ
テ
ゴ
リ
２
の
対
象
範

囲
の
判
断
基
準
は
あ
る
か
？

■
組
織
境
界
の
設
定
方
法「
出
資
比
率
基

準
」、「
支
配
力
基
準
」の
違
い
は
？

排出原単位DB

排出原単位DB

カテゴリ2 資本財

自社が購入または取得した資本財別に原材料調達から
製造までの排出量を把握し、積み上げて算定する方法。

購入した資本財の重量、販売単位、あるいは支出額を
把握し、排出量を推計する方法。

基本の算定方法による算定が難しい場合

簡易

Σ｛（物品購入量×サプライヤー独自の資本財ごとの排出原単位）｝

カ
テ
ゴ
リ
２ 

資
本
財
の
算
定
方
法

5
パンフレットで大体の内容を把握しよう。

パンフレット ▶第3章 簡易な算定方法 【カテゴリ2】資本財を参照

排出原単位DBで算定に使用する排出原単位を確認しよう。

▶「資本財の価格当たり排出原単位」などを参照

報告対象年度に購入または取得した資本財の建設・製造及び輸送から発生する排出量。

●資本財の使用に伴う排出はスコープ1またはスコープ2に計上される。
●資本財は財務会計上、固定資産として扱われるものが該当。
●テナントとして借りている施設を改修する場合には、改装する部分（内装・機械など）のみを算定対象とする。
●複数年にわたって建設・製造されている資本財については、建設・製造が終了した最終年に計上する。

留意事項

基本ガイドライン ▶第２部 算定方法の解説 【カテゴリ2】資本財を参照

基本ガイドライン ▶第２部 算定方法の解説 【カテゴリ2】資本財を参照

基本

※青字部：報告企業自身の購入量データであり、一次データで収集したデータを使用する。
※赤字部：「サプライチェーンを通じた組織の温室効果ガス排出等の算定のための排出原単位 
 データベース」などから引用・適用される二次データを使用する。

Σ｛（資本財の重量）×（排出原単位）｝

Σ｛（資本財の販売単位）×（排出原単位）｝

Σ｛（資本財の価格（建設費用））×（排出原単位）｝

3,000,000,000

購入した資本財の重量、販売単位、
あるいは支出額を把握し、
排出量を推計する方法

簡易

■算定に使用する式は

■排出原単位は

■代入すると

■算定に使用できるデータは

※複数の事業部門がある場合は、
　事業部門ごとの係数を使用する。

※【tCO2eq】とは
　「eq」＝equivalentの略で「同等」の意味。
　温室効果ガスにはメタンやフロンなども
　あるが、それらを「CO2に換算すると
　○◯トンになる」ということ。

300 )

942 tCO2eq=

3.14(tCO2eq/ )

3.14(tCO2eq/ )

Σ｛（資本財の価格（建設費用））
　　　　　　  　×（排出原単位）｝

一般的

※青字部：報告企業自身の購入量データであり、一次データで収集するデータを使用する。
※赤字部：製品カーボンフットプリント、社内LCA 報告を作成している場合の原単位など、資源
 採取段階から製造段階までの排出原単位を使用する。

カテゴリ15 投資

※下線あり青字部：被投資者から収集する一次データ（スコープ1及びスコープ2の排出量）。
※下線無し青字部：報告企業自身のデータは、一次データで収集することになる。
※赤字部：LCA関連のDBなどから引用・適用される二次データを使用する。

被投資者から得た投資別のスコープ1及びスコープ2の
排出量を投資持分比率に応じて積み上げて算定する方法。 簡易

カ
テ
ゴ
リ
15 

投
資
の
算
定
方
法

6
パンフレットで大体の内容を把握しよう。

パンフレット ▶第3章 簡易な算定方法 【カテゴリ15】投資を参照

排出原単位DBで算定に使用する排出原単位を確認しよう。

▶「温対法算定・報告・公表制度における排出係数」などを参照

報告対象年度における投資（株式投資、債券投資、プロジェクトファイナンスなど）の運用に
関連する排出量。スコープ1、2に含まれない分。

●スコープ1、2の組織範囲を「出資比率基準」で設定している場合は、本カテゴリの算定は不要。（既にスコープ1、2に組み込まれ
ているため）
●投資事業者（利益を得るために投資を行う事業者）及び金融サービスを提供する事業者に適用され、主として、民間金融機関（商
業銀行など）向けのカテゴリ。

留意事項

基本ガイドライン ▶第２部 算定方法の解説【カテゴリ15】投資を参照

基本ガイドライン ▶第２部 算定方法の解説【カテゴリ15】投資を参照

Σ（各株式投資の排出量×株式保有割合）
＋Σ（各債券投資の排出量×投資先の総資本に対する割合）
＋Σ（各プロジェクトの排出量×プロジェクト出資額の割合）

任意で以下の項目を加算できる。
Σ（各収益の使途が明らかでない債権への投資額×投資部門の排出原単位）
＋Σ（管理型投資および顧客業務への投入額×投資部門の排出原単位）
＋Σ（その他分野への投資額×投資部門の排出原単位）

¥

CSR
1,2

2,000,000

10,000
100

■投資先のスコープ1、2排出量のうち
　当社が保有する株式保有割合分を
　計上する

■算定に使用できるデータは

20,000 t-CO2e=

2,000,000 t-CO2e
100/10,000
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次
は
調
達
に
関
す
る
カ
テ
ゴ
リ
を

算
定
し
て
み
よ
う
。

カ
テ
ゴ
リ
1「
購
入
し
た
製
品
・

サ
ー
ビ
ス
」と
…
。【
基
本
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
】の
第
2
部
2
・
1
・
1
を
見
れ

ば
よ
さ
そ
う
ね
。

①
カ
テ
ゴ
リ
1
で
算
定
す
る
製
品
・

サ
ー
ビ
ス
の
排
出
量
と
い
う
の
は

【
資
源
採
取
段
階
か
ら
一
次
サ
プ
ラ

イ
ヤ
ー
ま
で（
輸
送
を
含
む
）】な
の

か
。じ
ゃ
あ
、1
次
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
だ

け
じ
ゃ
な
く
て
す
べ
て
の
サ
プ
ラ
イ

ヤ
ー
に
デ
ー
タ
を
も
ら
わ
な
け
れ
ば

算
定
で
き
な
い
の
か
な
…
。

あ
っ
、や
っ
ぱ
り
別
の
算
定
方
法
も

あ
る
！

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
2・1・1
に
よ
る

と
、②「
自
社
が
購
入
・
取
得
し
た
製

品
及
び
サ
ー
ビ
ス
の
物
量・金
額
デ

ー
タ
を
把
握
し
て
、当
該
デ
ー
タ
に

資
源
採
取
段
階
ま
で
遡
及
し
た
排

出
原
単
位
を
用
い
る
こ
と
で
、資
源

採
取
段
階
ま
で
を
算
定
対
象
範
囲

と
し
ま
す
。」な
る
ほ
ど
、そ
れ
な
ら

な
ん
と
か
な
る
か
な
？

う
わ
ー
、②
購
入
し
た
製
品
・
サ
ー
ビ

ス
っ
て
う
ち
の
製
品
の
原
材
料
に
な

る
も
の
も
あ
れ
ば
、工
場
の
ユ
ニ

フ
ォ
ー
ム
や
事
務
用
品
と
か
も
会

社
と
し
て
購
入
し
て
る
か
ら
そ
れ
も

入
る
の
か
。大
変
そ
う
だ
け
ど
、調

達
部
で
購
入
し
た
調
達
物
毎
の
調

達
量
を
把
握
し
て
る
か
も
？
ど
う

い
っ
た
分
類
で
把
握
が
で
き
そ
う
か

調
達
部
に
確
認
し
て
み
よ
う
。

原
単
位
デ
ー
タ
は
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の

〔
5
〕。う
わ
っ
、デ
ー
タ
が
た
く

さ
ん
あ
る
！
で
も
、金
額
ベ
ー
ス
し

か
な
い
項
目
も
あ
る
の
ね
。③
当
社

の
よ
う
な
食
品
メ
ー
カ
ー
が
算
定

す
る
必
要
が
あ
る
の
は
米
か
ら
肉

用
牛
だ
け
ど
、こ
れ
は
価
格
ベ
ー
ス

し
か
排
出
原
単
位
が
載
っ
て
な
い
の

か
。じ
ゃ
あ
、価
格
ベ
ー
ス
で
デ
ー
タ

を
収
集
し
よ
う
。

自
社
で
購
入
し
た
製
品
は
多
岐
に

わ
た
る
。分
類
の
仕
方
が
重
要

図11.カテゴリ1における算定対象範囲

第4章 カテゴリ算定例

カテゴリ1・3
調達

製
品
の
調
達
金
額
デ
ー
タ
か
ら
算
定
し
よ
う

自
社
製
品
の
原
材
料
だ
け
で
な
く
、事
務
用
品
な

ど
も
調
達
の
カ
テ
ゴ
リ
に
入
れ
よ
う
。

TRY

排出原単位DB

調達物 年間購入料   排出係数  CO2排出量
シャフト 4,000 t 3.5 kg-CO2e / kg （仮） 14,000 t-CO2e
シリンダー 1,000,000 kg 5.0 kg-CO2e / kg （仮） 5,000,000 t-CO2e
タイヤ 20,000 t 10.0 kg-CO2e / kg （仮） 200,000 t-CO2e

 

kg-CO2e

カテゴリ1 購入した製品・サービス

パンフレットで大体の内容を把握しよう。

パンフレット ▶第3章 簡易な算定方法 【カテゴリ1】購入した製品・サービスを参照

排出原単位DBで算定に使用する排出原単位を確認しよう。

▶「積み上げベースの排出原単位」などを参照

報告企業が報告対象年に購入・取得したすべての製品及びサービス
（カテゴリ2～8に含まれるもの以外）の採取、製造、輸送。
・自社が購入・取得した原材料、中間製品、最終製品（仕入商品を含む）
・自社が購入・取得したソフトウエアなどのサービス

●直接調達（事業者の製品の製造に直接関係する物品など）だけでなく、
間接調達（製品の製造に直接関係しない物品・サービス）も含む。
●購入した燃料・エネルギーの採取・製造などに係る排出量はカテゴリ３に
て算定します。

留意事項

基本ガイドライン ▶第２部 算定方法の解説【カテゴリ1】購入した製品・サービスを参照

各
種
資
料
か
ら
カ
テ
ゴ
リ
1
の
算
定
方
法
を
確
認
す
る

2

カ
テ
ゴ
リ
1
の
算
定
対
象
範
囲

1
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
か
ら
、
カ
テ
ゴ
リ
１
の
基
本
・
簡
易 

そ
れ
ぞ
れ
の
算
定
パ
タ
ー
ン
を
確
認
す
る

3
自社が購入・取得した製品またはサービスに係る資源採取段階から
製造段階までの排出量をサプライヤーごとに把握し、
積み上げて算定する方法。

自社が購入・取得した製品またはサービスの物量・金額データに製品またはサービス
ごとの資源採取段階から製造段階までの排出原単位をかけて算定する方法。

基本の算定方法による算定が難しい場合

簡易

データによって単位が統一されていないと、間違った結果に。
計算の前には必ず単位を確認しよう。注意点

Σ（サプライヤーごとの排出量※）

Σ｛（自社が購入・取得した製品またはサービスの物量・金額データ）×（排出原単位※）｝

※青字部：サプライヤーのスコープ1、2排出量を収集して使用する。

※青字部：サプライヤーから収集するデータを使用する。
※赤字部：「サプライチェーンを通じた組織の温室効果ガス排出等の算定のための排出原単位データベース」などから
　引用・適用される二次データを使用する。購入・取得した製品またはサービスの資源採取段階まで遡及したものを使用する。

基本ガイドライン ▶第２部 算定方法の解説【カテゴリ1】購入した製品・サービスを参照

■カテゴリ1 購入した製品・サービス

基本

算出時には単位に注意しよう

200,000
1次サプライヤー

1次サプライヤー

1次サプライヤー

2次サプライヤー

2次サプライヤー

2次サプライヤー

自
社

資
源
採
取
段
階

算定対象範囲

スコープ1、2に含まれない
燃料及びエネルギー関連活動

CATEGORY 3

購入した製品・サービス
CATEGORY 1

 9.5  6.16=58,520
 8.4  4.71=39,564

 10.6  6.50=68,900
 5.8  7.82=45,356

■算定に使用できるデータは

58,520+39,564+
 68,900+45,356

212,340t-CO2e=

A4

Paper
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も
し
も
し
、調
達
部
で
す
。

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
排
出
量
を
算
定

す
る
た
め
に
、製
品
及
び
サ
ー
ビ
ス

の
調
達
が
知
り
た
い
の
で
す
が
、調

達
部
で
は
ど
の
よ
う
に
把
握
し
て
い

ま
す
か
。

調
達
物
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
の

で
、大
・
中
・
小
分
類
、個
別
の
製
品

と
い
っ
た
分
類
で
購
入
金
額
を
把
握

し
て
い
ま
す
。ま
た
、発
注
元
の
部

署
単
位
で
も
把
握
で
き
ま
す
よ
。

た
と
え
ば
水
産
物
な
ら
、こ
ち
ら
の

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
あ
る
水
産
び
ん
・

か
ん
詰
、冷
凍
魚
介
類
の
よ
う
な
分

類
だ
と
あ
り
が
た
い
の
で
す
が
。

完
全
に
は
合
致
し
な
い
と
思
い
ま
す

が
、そ
れ
だ
と
中
分
類
く
ら
い
で
大

丈
夫
だ
と
思
い
ま
す
の
で
、中
分
類

で
集
計
し
た
デ
ー
タ
を
送
り
ま
す

ね
。た
だ
、こ
の
デ
ー
タ
は
会
社
の
機

密
情
報
な
の
で
、利
用
さ
れ
る
場
合

は
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
ね
。

●　

●　

●

デ
ー
タ
が
届
い
た
わ
！
や
っ
ぱ
り
た

く
さ
ん
あ
る
け
ど
、こ
の
分
類
に

当
て
は
ま
る
原
単
位
を
当
て
て
い
け

ば
い
い
か
ら
頑
張
れ
ば
で
き
そ
う
。

原
単
位
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
は
生
産
者

価
格
ベ
ー
ス
と
購
入
者
価
格
ベ
ー
ス

が
あ
る
け
ど
、生
産
者
か
ら
直
接
購

入
し
た
な
ら
生
産
者
価
格
ベ
ー
ス
、

卸
や
元
売
か
ら
買
っ
て
い
れ
ば
購
入

者
価
格
ベ
ー
ス
の
原
単
位
を
使
え

ば
い
い
わ
ね
。

④
⑤
カ
テ
ゴ
リ
3
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

関
す
る
調
達
ね
。ス
コ
ー
プ
1
、2
で

も
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
排
出
量
を
算
定

す
る
け
ど
、カ
テ
ゴ
リ
3
も
カ
テ
ゴ

リ
1
と
同
じ
で【
資
源
採
取
段
階
か

ら一次
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
ま
で（
輸
送
を

含
む
）】が
範
囲
だ
か
ら
違
う
の
か
。

Q
＆
A
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
詳
し
く

載
っ
て
い
た
か
ら
確
認
し
て
お
こ
う
。

大
体
で
き
た
け
ど
、一
部
ど
う
し
て
も

原
単
位
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
あ
て
は
ま
ら

な
い
も
の
が
あ
る
わ
。で
も
今
回
は
全

体
の
把
握
が
目
的
で
、全
体
か
ら
見
て

大
き
く
な
り
そ
う
に
な
い
も
の
だ
か

ら
、今
回
は
算
定
か
ら
除
外
し
よ
う
。

社
内
の
調
達
部
か
ら
製
品
と

サ
ー
ビ
ス
の
デ
ー
タ
を
も
ら
お
う

プラスワンQ&A参
照

■
購
入
し
た
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
具

体
例
を
知
り
た
い
。

■
原
単
位
D
B
の
生
産
者
価
格
と
購
入

者
価
格
の
違
い
は
？

■
ス
コ
ー
プ
1
・
2
と
ス
コ
ー
プ
3
の

カ
テ
ゴ
リ
3
の
違
い
は
？

■
カ
テ
ゴ
リ
を
除
外
す
る
際
の
基
準
は
あ

る
か
？

●都市ガス、ガソリン、燃料などは[a]国内の排出原単位データベース
「カーボンフットプリントコミュニケーションプログラム基本データ
ベース（以下CFP-DB）」(JEMAI）が参考になる。

●エネルギーの採取～精製まで：
　CFP-DB JP304001～304004、CFP-DB JP311001～311022 など

カテゴリ3 スコープ1・2に含まれない燃料及びエネルギー関連活動

各
種
資
料
か
ら
算
定
方
法
を
確
認
す
る

4
パンフレットで大体の内容を把握しよう。

パンフレット ▶第3章 簡易な算定方法 【カテゴリ3】スコープ1・2に含まれない燃料及びエネルギー関連活動を参照

排出原単位DBで算定に使用する排出原単位を確認しよう。

▶「[7]電気-熱使用料当たりの排出原単位」「[a]国内の排出原単位
　データベース」などを参照

報告対象年に購入した燃料の上流側（資源採取、生産及び輸送）の排出及び電気・熱（蒸気、温水又は冷水）
の製造過程における上流側（資源採取、生産及び輸送）の排出。

●スコープ3基準では発電所での自家消費分及び送配電ロスをスコープ3のカテゴリ3の対象としている。
　一方、基本ガイドラインではこれらの排出量をスコープ2とし、スコープ3カテゴリ3からは対象外としている。
●このため、GHGプロトコルにおけるカテゴリ3と基本ガイドラインにおけるカテゴリ3では厳密には算定対象が異なるが、スコー
プ2とスコープ3カテゴリ3を合計すると同一の範囲が算定対象となっている。

留意事項

基本ガイドライン ▶第２部 算定方法の解説 【カテゴリ3】スコープ1・2に含まれない燃料及びエネルギー関連活動を参照

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
か
ら
算
定
パ
タ
ー
ン
を
確
認
す
る

5

CFP

CO2

 
JEMAI

■カテゴリ3 スコープ1・2に含まれない燃料及びエネルギー関連活動

自社が購入した燃料の場合簡易1

※青字部：報告企業自身のデータであり一次データとして収集したデータを使用する。
※赤字部：「サプライチェーンを通じた組織の温室効果ガス排出等の算定のための排出原単位データベース」などから引用・適用される
　二次データを使用する。購入した燃料の、資源採取、生産及び輸送の排出原単位。

Σ｛（自社が購入した燃料の物量・金額データ）×（排出原単位）｝

電力会社から通常の契約で調達を行っており、電源の種類を特定した契約ではない場合簡易2

※青字部：報告企業自身の購入量データは、一次データで収集することになる。
※赤字部：「サプライチェーンを通じた組織の温室効果ガス排出等の算定のための排出原単位データベース」などから引用・適用される
　二次データを使用する。全電源平均の燃料の、資源採取、生産及び輸送の排出原単位。

Σ｛（自社への電気の入力データ）×（全電源平均の排出原単位）｝

電源の種類を特定した契約によって調達している場合簡易3

※青字部：報告企業自身の購入量データは、一次データで収集することになる。
※赤字部：排出原単位DBなどから引用・適用される二次データを使用する。電源の種類別の燃料の資源採取、生産及び輸送の排出原単位。

Σ｛（自社への電源の種類別の電気の入力データ）×（電源の種類別の排出原単位）｝

・エネルギー関連の排出係数はCFP-DB B-JP104001～122001にもあるが、これらはCradle to Graveのデータである（スコープ1,2で
 ある燃焼工程も含んでいる）ため、カテゴリ3の算定においては使用できない。
・燃料の重量や体積換算係数は、 CFP-DB B-JP104001～122001にも記載されている。

熱については、契約先によらず、産業用蒸気と冷水・温水の２種類で算定簡易4

※青字部：報告企業自身のデータであり一次データとして収集したデータを使用。
※赤字部：「サプライチェーンを通じた組織の温室効果ガス排出等の算定のための排出原単位データベース」などから引用・適用される
　二次データを使用する。購入した熱の、資源採取、生産及び輸送の排出原単位。

Σ｛（自社への熱の入力データ）×（排出原単位）｝

基本ガイドライン ▶第２部 算定方法の解説 【カテゴリ3】スコープ1・2に含まれない燃料及びエネルギー関連活動を参照

▶排出原単位については、「排出原単位について」を参照

排出原単位DB

A
4

 2,000 t  0.0365 kg-CO2e/kg  =  73 t-CO2 CFP-DB B-JP304002

A  2,000 kL    0.214 kg-CO2e/L  =428 t-CO2 CFP-DB B-JP311006

 10,000 kWh  0.0354 kg-CO2e/kWh  =354 t-CO2 DB P19

■算定に使用できるデータは

73+428+354 854 t-CO2e=

エネルギー種

電力 0.0354 kgCO2e/kWh
蒸気 0.0139 kgCO2e/MJ

排出原単位

表9 電気・熱使用量当たりの排出原単位
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次
は
、製
品
の
使
用
に
関
す
る
カ
テ

ゴ
リ
11
を
算
定
し
て
み
よ
う
。

製
品
の
使
用
と
い
っ
て
も
、製
品
が

今
ど
の
程
度
流
通
し
て
い
る
か
分

か
ら
な
い
し
、も
う
使
い
終
わ
っ
て

い
る
も
の
も
あ
る
だ
ろ
う
し
、ど
う

考
え
た
ら
い
い
の
か
し
ら
。そ
も
そ

も
当
社
の
よ
う
な
食
品
加
工
業
の

使
用
段
階
っ
て
一
体
な
ん
だ
ろ
う
。

『
基
本
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
』を
き
ち
ん

と
読
ん
で
み
よ
う
。

『
基
本
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
』の
第
2
部

の
2
.
11
ね
。な
る
ほ
ど
、①
カ
テ
ゴ

リ
11
の
排
出
量
は
、報
告
対
象
年
の

販
売
数
と
そ
の
生
涯
排
出
量
を
乗

じ
た
も
の
ね
。そ
し
て
食
品
製
造
業

の
使
用
段
階
と
し
て
は
調
理
や
冷

凍
に
関
す
る
排
出
が
考
え
ら
れ
る

け
ど
、こ
う
い
っ
た
も
の
は
自
動
車

や
家
電
の
よ
う
に
使
用
す
る
際
に

直
接
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
消
費
し
た
り

し
な
い
か
ら
間
接
使
用
段
階
に
該

当
す
る
の
ね
。

②
間
接
使
用
段
階
の
排
出
に
つ
い
て

は
、算
定
は
任
意
な
の
ね
。今
回
は

初
め
て
の
算
定
だ
し
、と
り
あ
え
ず

算
定
は
し
な
い
で
い
い
か
な
。

直
接
使
用
段
階
に
該
当
す
る
活
動

は
、当
社
の
場
合
は
本
当
に
な
い
か

な
。念
の
た
め
C
さ
ん
に
も
聞
い
て

み
よ
う
。

●　

●　

●

へ
ー
、直
接
使
用
段
階
だ
け
が
カ
テ

ゴ
リ
11
で
必
ず
算
定
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
範
囲
な
ん
だ
。

A
さ
ん
、サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
排
出

量
は
グ
ル
ー
プ
会
社
全
体
が
算
定

対
象
だ
よ
ね
。②
た
し
か
に
当
社
単

体
で
は
該
当
す
る
直
接
使
用
段
階

に
該
当
す
る
活
動
が
あ
る
製
品
は

無
い
と
思
う
け
ど
、子
会
社
で
は
、

ワ
イ
ン
セ
ラ
ー
と
か
の
飲
料
用
の
特

殊
な
冷
蔵
庫
を
製
造
し
て
い
る
よ
。

こ
れ
は
電
力
を
使
う
か
ら
直
接
使

用
段
階
に
該
当
す
る
ん
じ
ゃ
な
い
か

な
。

あ
！
そ
う
で
し
た
ね
。そ
れ
じ
ゃ
、子

会
社
の
製
品
の
使
用
段
階
に
つ
い
て

カ
テ
ゴ
リ
11
を
算
定
し
ま
す
。

③
そ
れ
じ
ゃ
あ
子
会
社
が
販
売
し
た

冷
蔵
庫
の
、消
費
者
に
よ
る
使
用
に

伴
う
排
出
量
を
算
定
し
よ
う
。さ
っ

き
見
た
、基
本
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
よ

る
と
活
動
量
は
販
売
台
数
で
良
さ

そ
う
ね
。

製
品
の
加
工
・
使
用
で
も
シ
ナ
リ
オ
を

使
用
で
き
る

第4章 カテゴリ算定例

カテゴリ10・11
加工・使用

販
売
し
た
製
品
の
加
工
と
使
用
の
算
定
方
法

を
理
解
し
よ
う

製
品
の
設
計
・
使
用
条
件
の
仮
定
か
ら
想
定
し
て

標
準
的
な
シ
ナ
リ
オ
を
作
る
。自
社
の
デ
ー
タ
の

段
階
に
よ
っ
て
排
出
の
算
定
を
す
る
。

TRY

排出原単位DB

カテゴリ11 販売した製品の使用

パンフレットで大体の内容を把握しよう。

パンフレット ▶第3章 簡易な算定方法 【カテゴリ11】購入した製品の使用を参照

排出原単位DBで算定に使用する排出原単位を確認しよう。

▶「温対法算定・報告・公表制度における排出係数」などを参照

報告対象年において、報告企業が販売した製品・
サービスの消費者による使用。

●「排出量＝報告対象年の販売台数×生涯排出量」 という考え方。
　「報告対象年の累積稼働台数×当該1年間の排出量」ではない。
●使用中の販売した製品の保守管理に関連する排出量を算定対象と
してもよい。

●中古品の販売を業としていない場合は、中古品販売（車両の下取
りなど）による使用時の排出は算定対象外とする。

●同一製品が販売契約とリース契約の両方で提供され、両者を区別
することが重要でない場合は、全てカテゴリ11「販売した製品の
使用」にまとめて計上してよい。

●業界団体などで定めたものがある場合はそちらを使用することが
望ましい。

留意事項

基本ガイドライン ▶第２部 算定方法の解説 【カテゴリ11】購入した製品の使用

各
種
資
料
か
ら
算
定
方
法
を
確
認

1

補
足
事
項

2

×

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
か
ら
算
定
パ
タ
ー
ン
を
確
認
す
る

3
販売数量などと標準的な使用シナリオ（製品の設計仕様および消費者に
おける製品の使用条件に関する仮定）などに基づく方法。

基本ガイドライン ▶第２部 算定方法の解説 【カテゴリ11】購入した製品の使用を参照

基本

■カテゴリ11 販売した製品の使用

 

 

直接使用段階の排出と間接使用段階の排出の例
●直接使用段階排出が必須算定
●間接使用段階排出が任意算定

出典 ： Corporate Value Chain（Scope 3）Accounting and Reporting Standard

＜直接使用段階の排出量＞

エネルギー使用製品

（製品使用時に消費する燃料の使用に伴うCO2排出量）

＋（製品使用時に消費する電力の使用に伴うCO2排出量）

＋（製品使用時の6.5 ガスのCO2換算排出量）

＝Σ｛（製品の想定生涯使用回数）×（報告期間における販売数）×（使用1 回あたりの燃料消費量）×（排出原単位）｝
＋Σ｛（製品の想定生涯使用回数）×（報告期間における販売数）×（使用1 回あたりの電力燃料消費量）×（排出原単位）｝
＋Σ｛（製品使用時の6.5 ガスの排出量）×（地球温暖化係数）｝

※青字部：各社独自や業界団体などで定めたシナリオ。
※赤字部：「サプライチェーンを通じた組織の温室効果ガス排出等の算定のための
　排出原単位データベース」などから引用・適用される二次データを使用する。

燃料・フィードストック（石炭、石油、都市ガスなど）

Σ｛（燃料・フィードストックの販売量の合計）×（排出原単位）｝

GHG含有製品であり、使用時にGHGを排出するもの

Σ｛（製品のGHG 含有量）×（製品の総販売数）×（生涯使用期間のGHG 排出率）

　×（地球温暖化係数）｝

もしくはΣ（製品または製品群からの使用段階の排出量）
※CO2排出率が不明の場合は100％と想定して算定する。

※青字部：各社独自や業界団体などで定めたシナリオ。
※赤字部：「サプライチェーンを通じた組織の温室効果ガス排出等の算定のための排出原単位
　データベース」などから引用・適用される二次データを使用する。

販売した製品の加工
CATEGORY 10

販売した製品の使用
CATEGORY 11

1

1

1,000

1,350kWh

10

0.00579 t-CO2/kWh

1,350 kWh 10
1,000 0.00579

■子会社が販売した冷蔵庫の使用に伴う
　排出量について

78,165 t-CO2=
表10.直接使用段階と間接使用段階の排出例

排出タイプ

直接使用
段階排出

間接使用
段階排出

使用中に直接エネルギー
を消費する製品

燃料やフィードストック

温室効果ガスそのものや
使用中に温室効果ガスが
放出される製品

使用中に直接エネルギー
を消費する製品

乗用車、航空機、エンジン、モーター、発電所、建物、装置、
エレクトロニクス、照明、データセンター、ウェブを基本にしたソフトウエア
石油製品、天然ガス、石炭、バイオ燃料と原油

CO2、CH4、N20、HFCs,PFCs、SF6、NF3
冷凍と空調の機器、工業ガス、消火器、化学肥料

アパレル（洗濯と乾燥を要する）、食物（調理を要する）、
ポットと平鍋（加熱を要する）、石鹸と洗浄剤（温水を要する）

製品タイプ 例
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③
⑥
じ
ゃ
あ
1
台
当
た
り
の
排
出
量

は
、製
品
設
計
仕
様
や
消
費
者
の
製

品
使
用
条
件
を
仮
定
し
て
、当
社
で

想
定
し
て
い
る
標
準
的
な
使
用
シ

ナ
リ
オ
を
作
れ
ば
い
い
の
ね
。使
用

段
階
の
排
出
量
は
使
用
者
の
使
い

方
に
よ
っ
て
変
化
す
る
し
、そ
も
そ

も
未
来
の
こ
と
を
正
確
に
算
定
す

る
の
は
無
理
だ
か
ら
、シ
ナ
リ
オ
を

用
い
て
算
定
す
る
の
ね
。子
会
社
の

製
品
の
仕
様
書
に
は
、標
準
的
な
電

力
消
費
量
と
耐
用
年
数
が
載
っ
て
い

る
わ
。こ
れ
と
電
力
の
排
出
係
数
を

使
え
ば
製
品
1
台
当
た
り
の
排
出

量
が
算
定
で
き
そ
う
だ
わ
。

あ
、A
さ
ん
。カ
テ
ゴ
リ
11
の
算
定

は
順
調
か
な
？

は
い
。使
用
時
の
電
力
消
費
量
の
シ
ナ

リ
オ
を
作
っ
て
算
定
で
き
そ
う
で
す
。

電
力
消
費
量
に
よ
る
排
出
量
だ
け

で
い
い
の
か
な
？
温
対
法
の
算
定
・

報
告
・
公
表
制
度
で
は
、冷
媒
の
漏

え
い
も
算
定
対
象
に
な
る
し
、ス

コ
ー
プ
3
に
も
入
る
ん
じ
ゃ
な
い
か

な
。③
冷
蔵
庫
や
空
調
機
器
は
、冷
媒

に
温
室
効
果
ガ
ス
を
使
っ
て
い
る
こ

と
が
多
い
か
ら
、使
用
時
に
漏
え
い

す
る
量
を
算
定
す
る
必
要
が
あ
る

ん
だ
。冷
媒
に
は
フ
ロ
ン
類
が
使

わ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
て
、フ
ロ
ン
類
は

温
室
効
果
が
C
O
2
に
比
べ
て
と
て

も
高
い
か
ら
注
意
が
必
要
だ
よ
。

確
か
に『
基
本
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
』に

は
、「
使
用
時
に
温
室
効
果
ガ
ス
を

直
接
排
出
す
る
製
品
の
排
出
量
」も

【
直
接
使
用
段
階
排
出
】と
し
て
書

い
て
あ
り
ま
し
た
ね
。冷
媒
の
漏
え

い
に
関
す
る
原
単
位
は
、原
単
位

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
見
て
み
ま
す
。ご

指
摘
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

カ
テ
ゴ
リ
11
に
つ
い
て
は
、こ
れ
で

大
丈
夫
。④
⑤
カ
テ
ゴ
リ
10
も
製
品
の

下
流
に
関
す
る
排
出
量
だ
け
ど
、製

品
が
下
流
で
加
工
さ
れ
る
際
に
排

出
さ
れ
る
排
出
量
が
対
象
に
な
る

の
ね
。当
社
の
算
定
範
囲
で
は
、業

務
用
レ
ト
ル
ト
食
品
み
た
い
に
、最

終
消
費
者
に
届
く
前
に
加
工
が
必

要
に
な
る
商
品
の
調
理
工
程
が
該

当
し
そ
う
。で
も
、業
務
用
か
消
費

者
用
か
を
厳
密
に
区
分
す
る
こ
と

は
難
し
い
か
ら
、今
は
全
て
カ
テ
ゴ

リ
11
に
該
当
す
る
も
の
と
し
て
考
え

る
こ
と
に
し
よ
う
。

プラスワンQ&A参
照

■
中
間
製
品
の
カ
テ
ゴ
リ
10
と
11
の
区
別

や
考
え
方
は
？

■
カ
テ
ゴ
リ
11
の
シ
ナ
リ
オ
の
設
定
方
法
は
？

■
自
社
の
製
品
は
、同
じ
製
品
を
販
売
と

リ
ー
ス
の
両
方
の
契
約
形
態
で
提
供
し

て
い
ま
す
が
、算
定
方
法
の
違
い
は
？

排出原単位DB

カテゴリ10 販売した製品の加工

各
種
資
料
か
ら
算
定
方
法
を
確
認
す
る

4
パンフレットで大体の内容を把握しよう。

パンフレット ▶第3章 簡易な算定方法 【カテゴリ10】販売した製品の加工を参照

排出原単位DBで算定に使用する排出原単位を確認しよう。

▶「温対法算定・報告・公表制度における排出係数」などを参照

報告対象年において、販売した中間製品に下流のバリューチェーン企業が行った加工。

●中間製品（部品、部材など）のみが該当。
●納入先から加工・組立のデータ収集が極めて困難であることは、スコープ3基準自体が認めており、「顧客、下流のバ
リューチェーン・パートナーからデータを収集しなくても排出量の算定は可能」との注釈を付けている。

●販売した中間製品がどの最終製品に加工されているかについて、販売事業者が把握できない場合は、十分な根拠を示したうえ
で算定対象から除外することも認められます。

●①下流において多数の潜在的な用途があり、②各用途のGHG排出プロファイルが異なり、③中間製品の使用に関する合理
的な下流排出量の推計が不可能な場合

　⇒カテゴリ9、10、11、12から当該排出量を除外することが可能 （スコープ3基準）

留意事項

基本ガイドライン ▶第２部 算定方法の解説 【カテゴリ10】販売した製品の加工を参照

補
足
事
項

6

■カテゴリ10 販売した製品の加工

中間製品を作っている場合に算定対象から除外する場合の判断基準

スコープ3排出量全体に対する割合が大きい場合には除外することはできない。

サプライチェーンの各事業者における排出削減に貢献する可能性のある製品に
ついては優先的に算定する必要がある。

事業者のリスク開示に影響を与える場合には算定対象から除外することはでき
ない。

主なステークホルダーから要求があった場合には除外することはできない。

以前は社内で行っていた活動で、現在外部委託している活動および、同業他社に
おいては自社で行っている活動であるが、報告事業者においては外部委託してい
る活動については除外することはできない。

業種別解説において重要であると規定されている活動は除外することはできない。

事業者またはセクターにおいて重要であると判断した活動については除外するこ
とはできない。

規模

影響

リスク

ステークホルダー

アウトソーシング

業種別解説

その他

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
か
ら
算
定
パ
タ
ー
ン
を
確
認
す
る

5
販売先の事業者から加工に伴う排出量データまたはエネルギー消費
データを入手できる場合。

販売先企業から上記のデータが入手できない場合は、下記の方法で算出。

基本の算定方法による算定が難しい場合

簡易

Σ（中間製品の加工に伴う排出量（CO2以外のガスも含む））
Σ｛（中間製品の加工に伴うエネルギー消費量） × （排出原単位）｝

Σ｛（中間製品の販売量）×（加工量当たりの排出原単位）｝

※青字部：サプライヤーから収集するデータを使用する。
※赤字部：「サプライチェーンを通じた組織の温室効果ガス排出等の算定のための排出原単位データベース」などから
　引用・適用される二次データを使用する。

※青字部：サプライヤーから収集するデータを使用する。
※赤字部：「サプライチェーンを通じた組織の温室効果ガス排出等の算定のための排出原単位データベース」などから
　引用・適用される二次データを使用する。購入・取得した製品またはサービスの資源採取段階まで遡及したものを使用する。

基本ガイドライン ▶第２部 算定方法の解説【カテゴリ10】販売した製品の加工を参照

基本

カテゴリ10、11の活動量について

●活動量は、直接使用段階排出および間接使用段階排出のどちらについて
も販売台数の実績と設定した標準的な使用シナリオ（使用時間、使用条
件、使用年数など）に基づき設定する。なお、使用シナリオの設定内容に
より、使用時の排出量は大きく変動することに注意。
　また、輸出品について国内と海外とで使用条件が異なることも想定さ
れ、条件の設定次第では排出量が過大又は過小となることも考えられる。

●標準的な使用シナリオは、各社独自に設定できる。ただし業界団体な
どにて定められたものがある場合は、それに基づき活動量を設定する
ことが望ましい。なお、算定結果を開示する場合には、排出量の算定に
使用した方法（使用シナリオ）も併せて報告を。
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次
は
廃
棄
物
関
連
の
カ
テ
ゴ
リ
5

と
カ
テ
ゴ
リ
12
を
算
定
し
よ
う
。

①
カ
テ
ゴ
リ
5
が
事
業
か
ら
出
る
廃

棄
物
、②
カ
テ
ゴ
リ
12
が
販
売
し
た

製
品
の
廃
棄
ね
。ま
ず
は
カ
テ
ゴ
リ

5
だ
け
ど
、事
業
か
ら
出
た
廃
棄
物

に
関
し
て
は
、E
M
S
や
そ
の
他
の

制
度
に
も
関
係
が
深
そ
う
ね
。C
さ

ん
に
聞
い
て
み
よ
う
。

●　

●　

●

C
さ
ん
、廃
棄
物
関
連
の
カ
テ
ゴ
リ

の
算
定
に
入
ろ
う
と
思
う
ん
で
す

が
、C
さ
ん
は
E
M
S
も
担
当
さ
れ

て
い
ま
し
た
よ
ね
。何
か
注
意
点
は

あ
り
ま
す
か
？

え
え
と
、事
業
か
ら
出
る
廃
棄
物
に

つ
い
て
は
、当
社
か
ら
発
生
す
る
産

業
廃
棄
物
が
分
か
れ
ば
大
丈
夫
そ

う
だ
ね
。そ
う
す
る
と【
マ
ニ
フ
ェ
ス

ト
制
度
】で
記
入
し
て
い
る
内
容
が

あ
れ
ば
算
定
で
き
る
と
思
う
よ
。

委
託
処
理
す
る
産
業
廃
棄
物
に
つ

い
て
は
、マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
で
管
理
す
る

こ
と
が
法
律
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い

る
ん
だ
。こ
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
制
度
で

は
産
業
廃
棄
物
種
ご
と
に
管
理
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
て
、環
境
部
で

デ
ー
タ
を
持
っ
て
い
る
か
ら
す
ぐ
に

分
か
る
よ
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。廃
棄
物

の
分
野
で
は
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
制
度
と

い
う
の
が
あ
る
ん
で
す
ね
。こ
れ
で

活
動
量
は
大
丈
夫
そ
う
で
す
。排
出

原
単
位
も
原
単
位
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に

廃
棄
物
種
別
に
載
っ
て
い
る
か
ら
、

算
定
で
き
そ
う
。

あ
と
は
カ
テ
ゴ
リ
12
、販
売
し
た
製

品
の
廃
棄
ね
。②
排
出
原
単
位
は
カ

テ
ゴ
リ
5
で
用
い
た
も
の
と
同
じ
で

大
丈
夫
そ
う
ね
。活
動
量
に
つ
い
て

は
、製
品
と
し
て
販
売
し
た
も
の
の

う
ち
、廃
棄
さ
れ
る
も
の
が
対
象

ね
。そ
う
す
る
と
、食
品
と
し
て
食

べ
ら
れ
る
物
を
除
い
て
、出
荷
し
た

も
の
を
原
単
位
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
廃

棄
物
分
類
に
合
わ
せ
て
分
類
す
れ

ば
い
い
わ
ね
。こ
れ
で
カ
テ
ゴ
リ
12

も
算
定
で
き
そ
う
だ
わ
。

廃
棄
物
は【
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
制
度
】を

使
っ
て
算
定
す
る

プラスワンQ&A参
照

■
有
価
物
と
リ
サ
イ
ク
ル
処
理
の
算
定

方
法
を
知
り
た
い
。

■
一般
廃
棄
物
の
算
定
方
法
を
知
り
た
い
。

排出原単位DB
排出原単位DB

第4章 カテゴリ算定例

カテゴリ5・12
廃棄物

事
業
か
ら
出
る
廃
棄
物
と
販
売
し
た
製
品
の

廃
棄
の
算
定
方
法
を
理
解
し
よ
う
　

事
業
か
ら
出
る
廃
棄
物
は
、E
M
S
や
マ
ニ
フ
ェ
ス

ト
制
度
か
ら
の
デ
ー
タ
を
参
考
に
。販
売
し
た
製

品
の
廃
棄
は
、出
荷
し
た
原
単
位
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の

分
類
に
合
わ
せ
て
分
類
し
よ
う
。

TRY

カ
テ
ゴ
リ
5
の
算
定
方
法

1

 

 

 

他社を介したクローズドリサイクル
→カテゴリ1にて算定

自社工程内リサイクル
→スコープ1又はスコープ2にて算定

廃棄物輸送
→カテゴリ5にて算定
（ただしオプション扱い）

廃棄物処理
→カテゴリ5にて算定

（対象外）

自社

輸送

リサイクル※ 廃棄物
処理

輸送

廃棄物有価物

他社

リサイクル

販売した製品の廃棄
CATEGORY 12

事業から出る廃棄物
CATEGORY 5

カテゴリ5 事業から出る廃棄物カテゴリ12 販売した製品の廃棄

カ
テ
ゴ
リ
12
の
算
定
方
法

2
パンフレットで大体の内容を把握しよう。

パンフレット ▶第3章 簡易な算定方法 【カテゴリ12】販売した製品の廃棄を参照

排出原単位DBで算定に使用する排出原単位を確認しよう。

▶「廃棄物種類・処理方法別排出原単位」などを参照

報告企業が報告対象年に販売した製品本体及び容器包装の使用済み時の廃棄と処理。

●リサイクル処理由来の排出量を、A）廃棄物排出側が計上するか、B）再生材使用側が計上するか、という「リサイクル排出量の
配分問題」については、様々な考え方があり、引き続き検討が必要。

●カテゴリ12に計上すべき排出量は、最終製品のうち自社製品分の廃棄処理に関わる排出量（カーエアコンを製造しているメー
カーは、カーエアコンの廃棄処理分のみ計上。車全体の廃棄処理分ではない。）
●食品など、中身は使用時に消失する製品は、容器包装のみを計上。

留意事項

基本ガイドライン ▶第２部 算定方法の解説【カテゴリ12】販売した製品の廃棄を参照

基本ガイドライン ▶第２部 算定方法の解説【カテゴリ12】販売した製品の
　廃棄を参照

処理・リサイクルの実態（廃棄物種類別の処理方法など）
の把握ができる場合。

廃棄物種類毎の標準的なシナリオに基づいた
排出原単位を用いて算定。

基本の算定方法による算定が難しい場合

簡易

Σ｛（廃棄物種類・処理方法別の廃棄物処理・リサイクル量）
　　　　　　　　　×（廃棄物種類・処理方法別の排出原単位）｝
※青字部：報告企業自身のデータであり一次データとして収集するデータを使用する。
※赤字部：「サプライチェーンを通じた組織の温室効果ガス排出等の算定のための排出原単位 
　データベース」などから引用・適用される二次データを使用する。

Σ｛（廃棄物処理・リサイクル委託費用（量））×（排出原単位）｝
※青字部：報告企業自身のデータであり一次データとして収集したデータを使用する。
※赤字部：「サプライチェーンを通じた組織の温室効果ガス排出等の算定のための排出
　原単位データベース」などから引用・適用される二次データを使用する。

パンフレットで大体の内容を把握しよう。

パンフレット ▶第3章 簡易な算定方法 【カテゴリ5】
　事業から出る廃棄物を参照

排出原単位DBで算定に使用する排出原単位を確認しよう。

▶「[8]廃棄物種類・処理方法別排出原単位」などを参照

●報告対象年における報告企業の事業活動から
　発生する廃棄物（有価物は除く）の自社以外での
　「廃棄」と「処理」。
《任意》廃棄物の輸送時の排出量
　　　 カテゴリ4との重複注意

基本ガイドライン ▶第２部 算定方法の解説【カテゴリ5】
　事業から出る廃棄物を参照

基本ガイドライン ▶第２部 算定方法の解説【カテゴリ5】事業から出る廃棄物を参照

基本
処理・リサイクルの実態（廃棄物種類別の処理
方法など）の数値を用いて算定。

廃棄物種類毎の標準的なシナリオに
基づいた排出原単位を用いて算定。

基本の算定方法による算定が難しい場合

簡易

Σ｛（廃棄物種類・処理方法別の廃棄物処理・リサイクル量）
　　　　×（廃棄物種類・処理方法別の排出原単位）｝
※青字部：報告企業自身のデータであり一次データとして収集するデータを使用する。
※赤字部：「サプライチェーンを通じた組織の温室効果ガス排出等の算定のための
　排出原単位データベース」などから引用・適用される二次データを使用する。

Σ｛（廃棄物処理・リサイクル委託費用（量））
　　　　　　　　　　　　　×（排出原単位）｝

※青字部：報告企業自身のデータであり一次データとして収集したデータを使用する。
※赤字部：「サプライチェーンを通じた組織の温室効果ガス排出等の算定のための排出
　原単位データベース」などから引用・適用される二次データを使用する。

基本

有価物と廃棄物

5 12

図12.カテゴリ5における算定対象範囲

廃棄
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あ
と
残
っ
て
い
る
の
は
、①
カ
テ
ゴ
リ

8
の
上
流
の
リ
ー
ス
資
産
、②
カ
テ

ゴ
リ
13
の
下
流
の
リ
ー
ス
資
産
、③

カ
テ
ゴ
リ
14
の
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
に

つ
い
て
ね
。

他
社
の
事
例
を
見
る
と
、こ
の
3
カ

テ
ゴ
リ
は
算
定
し
て
い
な
い
企
業
も

多
い
み
た
い
。下
流
の
リ
ー
ス
資
産

は
リ
ー
ス
事
業
を
や
っ
て
い
な
け
れ

ば
該
当
し
な
い
の
は
分
か
る
け
ど
、社

内
の
コ
ピ
ー
機
な
ど
の
オ
フ
ィ
ス
機

器
は
ほ
と
ん
ど
リ
ー
ス
だ
と
思
う

し
、上
流
の
リ
ー
ス
資
産
に
該
当
し

な
い
の
か
な
。カ
テ
ゴ
リ
14
も
小
売

り
企
業
と
か
で
は
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ

も
多
い
と
思
う
の
だ
け
ど
、な
ん
で
だ

ろ
う
。C
さ
ん
に
相
談
し
て
み
よ
う
。

●　

●　

●

な
る
ほ
ど
。確
か
に
こ
の
3
カ
テ
ゴ

リ
は
算
定
し
て
い
る
企
業
は
少
な
い

ね
。あ
、企
業
事
例
を
見
る
と
、ス

コ
ー
プ
1
、2
に
含
ま
れ
て
い
る
っ

て
書
い
て
い
る
企
業
も
あ
る
ね
。

温
対
法
の
算
定
・
報
告
・
公
表
制
度

で
も
、フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
で
の
排
出

は
自
社
の
排
出
と
し
て
算
定
し
て
い

る
よ
。上
流
の
リ
ー
ス
資
産
に
該
当

す
る
オ
フ
ィ
ス
機
器
も
、社
内
で
電

力
消
費
し
て
い
る
の
が
ほ
と
ん
ど
で

ス
コ
ー
プ
2
に
含
ま
れ
て
い
る
か

ら
、ス
コ
ー
プ
3
で
改
め
て
算
定
す

る
必
要
は
無
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。

あ
、そ
う
い
う
こ
と
な
ん
で
す
ね
。

そ
れ
じ
ゃ
あ
う
ち
の
会
社
も
こ
の
3

つ
の
カ
テ
ゴ
リ
は
算
定
し
な
く
て
よ

さ
そ
う
で
す
ね
。

で
も
リ
ー
ス
の
パ
ソ
コ
ン
は
、社
外

に
持
ち
出
し
て
社
外
で
電
源
を
使

う
こ
と
も
あ
る
よ
ね
。そ
の
部
分
と

か
は
入
れ
な
く
て
い
い
の
か
な
。

そ
れ
に
つ
い
て
は
、基
本
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
に
書
い
て
あ
り
ま
し
た
。排
出

量
が
小
さ
く
て
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

排
出
量
全
体
に
与
え
る
影
響
が
小

さ
い
と
言
え
れ
ば
、除
外
し
て
も
い

い
み
た
い
で
す
。会
社
の
外
で
リ
ー

ス
の
パ
ソ
コ
ン
を
使
う
電
力
消
費
量

な
ん
て
、全
体
か
ら
見
れ
ば
本
当
に

小
さ
い
の
で
、除
外
し
て
も
大
丈
夫

だ
と
思
い
ま
す
。

そ
う
な
ん
だ
。A
さ
ん
も
し
っ
か
り

基
本
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
読
み
込
ん
で

い
て
、も
う
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
排

出
量
は
大
丈
夫
そ
う
だ
ね
。

リ
ー
ス
資
産
の
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ

に
該
当
す
る
の
か
も
チ
ェ
ッ
ク

プラスワンQ&A参
照

■
カ
テ
ゴ
リ
を
除
外
す
る
際
の
基
準
は

あ
る
か
？

■
同
じ
製
品
を
販
売
と
リ
ー
ス
で
提
供

し
て
い
る
が
算
定
方
法
の
違
い
は
？

第4章 カテゴリ算定例

カテゴリ8・13・14
リース・フランチャイズ

リ
ー
ス
資
産【
上
流
・
下
流
】と

フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
の
算
定
方
法
を
理
解
し
よ
う

リ
ー
ス
は
資
産
ご
と
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
を
把

握
す
る
。フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
は
基
本
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

に
準
じ
て
算
出
す
る
。

TRY
排出原単位DB

排出原単位DB

 

カ
テ
ゴ
リ
8
の
算
定
方
法

1

カテゴリ8 リース資産（上流）

リース資産ごとにエネルギー種別の
消費量が把握できる場合。

リース資産ごとのエネルギー消費量は把握できるが、
エネルギー種別の消費割合が不明の場合。

基本の算定方法による算定が難しい場合

簡易

Σ｛（リース資産のエネルギー種別の消費量）
　　　　　　　×（エネルギー種別の排出原単位）｝
※青字部：サプライヤーから収集するデータを使用する。
※赤字部：「サプライチェーンを通じた組織の温室効果ガス排出等の
　算定のための排出原単位 データベース」などから引用・適用される
　二次データを使用する。

Σ｛（リース資産のエネルギー消費量）×
　　　　（エネルギー種別に加重平均した排出原単位））｝
※青字部：報告企業自身のデータであり一次データとして収集したデータを使用する。
※赤字部：「サプライチェーンを通じた組織の温室効果ガス排出等の算定のための排出
　原単位データベース」などから引用・適用される二次データを使用する。

パンフレットで大体の内容を把握しよう。

パンフレット ▶第3章 簡易な算定方法 【カテゴリ8】リース資産（上流）を参照

排出原単位DBで算定に使用する排出原単位を確認しよう。

▶「[15]建物用途別・単位エネルギー使用量当たりの排出原単位」などを参照

報告対象年に報告企業が賃借しているリース資産の操業に伴う排出。
《任意》リース資産の製造・建設に関わるライフサイクル排出量。

●原理的にはリース契約のオフィス機器（コピー機、PC）も該当。しかし
これらの稼働時の電力消費による排出量は、スコープ1、2に含まれ
ているケースが多いため、本カテゴリに計上しなくて良い。
●したがって、「リース使用しており」、「スコープ1、2に含めていない」
サイトの稼働時排出量が、本カテゴリに該当。
※日本では改正省エネ法での企業単位の報告（テナントも含む）が行わ
れているため、該当事例は少ない

留意事項

基本ガイドライン ▶第２部 算定方法の解説 【カテゴリ8】リース資産（上流）を参照

基本ガイドライン ▶第２部 算定方法の解説 【カテゴリ8】リース資産（上流）を参照

基本

カ
テ
ゴ
リ
13
の
算
定
方
法

2

カテゴリ13 リース資産（下流）

パンフレットで大体の内容を把握しよう。

パンフレット ▶第3章 簡易な算定方法
　 【カテゴリ13】リース資産（下流）を参照

排出原単位DBで算定に使用する排出原単位を確認しよう。

カテゴリ13の算定方法は
【カテゴリ8】リース資産（上流）と同様。

▶「[15]建物用途別・単位エネルギー使用
　量　当たりの排出原単位」などを参照

報告企業が所有し（貸し手）、他の事業体にリースし
た資産の報告対象年における稼働。スコープ1、2に
含まれない分。《任意》リース資産の製造・建設に関
わるライフサイクル排出量。

●排出量＝全貸出リース資産台数（拠点数）
×報告対象年1年の稼働時排出量という
考え方を取る。
●ただし、同一製品が販売契約とリース契
約の両方で提供され、両者を区別するこ
とが重要でない場合は、全てカテゴリ11
「販売した製品の使用」にまとめて計上し
てよい。

留意事項

基本ガイドライン ▶第２部 算定方法の解説
　 【カテゴリ13】リース資産（下流）を参照

基本ガイドライン ▶第２部 算定方法の解説
  【カテゴリ13】リース資産（下流）を参照

カ
テ
ゴ
リ
14
の
算
定
方
法

3

カテゴリ14 フランチャイズ

パンフレットで大体の内容を把握しよう。

パンフレット ▶第3章 簡易な算定方法
　 【カテゴリ14】フランチャイズを参照

フランチャイズ加盟者におけるスコープ1、2の排出
量（自社のスコープ1、2に含む範囲は除く）。

●算定・報告・公表制度で算定対象としてい
る特定連鎖化事業者のうち、スコープ1、
2に含める範囲（自社事業者など）を除い
た範囲を原則とする。
●フランチャイズ加盟者が使用する車両に
よる燃料使用などフランチャイズ加盟者
のその他のスコープ1、2排出も対象とす
ることが望まれる。

留意事項

基本ガイドライン ▶第２部 算定方法の解説
　【カテゴリ14】フランチャイズを参照

算定・報告・公表制度における
「温室効果ガス排出量算定・報告
マニュアル」に準じて算定を行う。

基本

販売とリースの算定方法の違い

報告対象年に販売した
製品の生涯での稼働に
よる排出

報告対象年にリースで賃貸
する製品の1年間での稼働
による排出

リース資産（下流）
CATEGORY 13

リース資産（下流）
CATEGORY 13

リース資産（上流）
CATEGORY 8

フランチャイズ
CATEGORY 14

http://ghg-santeikohyo.env.go.jp/manual

販売した製品の使用
CATEGORY 11
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B
部
長
、サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
排
出

量
の
ス
コ
ー
プ
3
に
あ
た
る
カ
テ
ゴ

リ
1
〜
15
に
つ
い
て
、算
定
が
終
わ

り
ま
し
た
。

す
ご
い
ね
。で
も
、カ
テ
ゴ
リ
は
16
ま

で
あ
る
ん
じ
ゃ
な
か
っ
た
か
な
。

そ
こ
な
ん
で
す
。最
後
の
16
個
目

は
、①
オ
プ
シ
ョ
ン
で
1
〜
15
の
カ
テ

ゴ
リ
で
評
価
で
き
な
い
従
業
員
や

消
費
者
の
家
庭
で
の
日
常
生
活
等

の
企
業
活
動
を
自
由
に
算
定
し
て

い
い
み
た
い
な
ん
で
す
。算
定
し
な

く
て
も
い
い
み
た
い
で
す
け
ど
、部

長
、何
か
当
社
は
取
組
み
が
あ
り
ま

す
か
。

う
ー
ん
、そ
う
だ
な
。②
従
業
員
の
家

庭
で
の
排
出
量
に
つ
い
て
、算
定
し

て
み
た
ら
ど
う
か
な
。当
社
と
し

て
、従
業
員
に
省
エ
ネ
取
組
み
を
推

進
し
て
い
る
し
、家
庭
レ
ベ
ル
で
も

意
識
し
て
欲
し
い
と
い
う
こ
と
を
示

し
た
ら
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。あ

と
は
、環
境
イ
ベ
ン
ト
に
も
出
展
し

た
際
の
、当
社
の
ブ
ー
ス
の
排
出
量

も
計
算
で
き
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。

わ
か
り
ま
し
た
。検
討
し
て
み
ま

す
。

そ
こ
ま
で
で
き
た
ら
、サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
全
体
の
排
出
量
の
算
定
は

完
了
だ
ね
。よ
く
や
っ
た
ね
。

こ
こ
か
ら
ど
ん
な
こ
と
が
言
え
る

か
、今
後
会
社
と
し
て
ど
ん
な
こ
と

を
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
か
、C

君
も
交
え
て
、話
し
合
っ
て
み
よ
う
。

カ
テ
ゴ
リ
15
ま
で
の
報
告
と

残
る
カ
テ
ゴ
リ
16
の
相
談

第4章 カテゴリ算定例

その他

カ
テ
ゴ
リ
1
〜
15
で
評
価
で
き
な
い

従
業
員
や
消
費
者
の
日
常
生
活
を
算
定
し
よ
う

サ
ン
プ
ル
世
帯
で
の
環
境
家
計
簿
か
ら
の
排
出
量

に
基
づ
き
、拡
大
推
計
を
行
お
う
。

TRY

●活動量を把握することは現実的に困難と考えられます。このため、サンプル世帯での環境家計簿
からの排出量に基づき排出量を従業員数や顧客（消費者）数などを用いて、拡大推計を行うこと
で把握します。

各カテゴリに該当していないがアピールしたい
分野があればこのカテゴリで算定できる。

カ
テ
ゴ
リ 

そ
の
他
の
算
定
方
法

1

そ
の
他
の
活
動
例

2

カテゴリ その他

従業員や顧客の家庭での排出の場合

統一的な仕様の環境家計簿※を活用し、サンプリング調査により推計。
※環境省作成の環境家計簿などが活用可能。
　（http://www.eco-family.jpn.com/practice/ ）

企業活動に何らかの関係を持つカテゴリ1から15では範囲となっていない
排出（自由に算定・情報提供するためのカテゴリ）。
（例）従業員や消費者の家庭での日常生活における排出、組織境界に含まれ
ない資産の使用に伴う排出、会議・イベント参加者の交通機関からの排出。

●本カテゴリはオプションカテゴリである。
●従業員や顧客の家庭での排出は、カテゴリ11（販売した製品の使用）、
カテゴリ12（販売した製品の廃棄）と一部重複する可能性がある。

留意事項

基本ガイドライン ▶第２部 算定方法の解説【その他】を参照

基本

 

■環境家計簿で使用している電力とガスのCO2排出原単位は、全国平均か都道府県別の値を用いている場合の2タイプ
がある。

■環境家計簿に入力した結果をグラフ化する際に、前年度との比較、他の環境家計簿利用者の平均値との比較ができるよ
うになっている。

環境家計簿

ちょっとひ と 息

家庭で消費される電気・ガス・灯油・ガソリン・水道などのエネルギーから排出されるCO2の量を
計算するものです。各家庭からどのくらいのCO2を排出しているか一目でわかります。 

家庭エコ診断制度
地球温暖化対策の中で、家庭でのエネルギーやCO2排出量の大幅な削減を目指し、
ライフスタイルの変容や省エネルギー製品などの導入、再生可能エネルギーの導入などを
進めていく制度。各家庭に合わせた、きめ細かいアドバイスを含めた診断を行えるのが特徴。

■種類
【1】Web サイト上で算定数値のみ公開しているもの
 例：NPOローハスクラブ（http://www.lohasclub.org/carbonfree/200.html）

【2】Web サイトに値を入力して自動的に算定されるもの
 例：環境省（http://www.eco-family.jpn.com/practice/）
 　 東京電力（http://www.tepco.co.jp/kakeibo/index-j.html）

【3】Web サイトからExcel ファイルをダウンロードして使用するもの
　  例：京セラグループ
 　　（http://www.kyocera.co.jp/ecology/eco/communicate/h_keep_d.html）

■種類
【1】うちエコ診断
 「うちエコ診断士」が、環境省の「うちエコ診断ソフト」を用いて行う。
 家庭に合わせたオーダーメイドの対策を提案してくれる。
【2】独自の家庭向けエコ診断
 環境省が定める要件を満たした、民間事業者による診断。家庭からの
 エネルギー消費に伴うCO2削減量などを提案してくれる。
　 （関西電力家庭エコ診断、ENEOSエネルギー診断サービス「Dr.おうちのエネルギー」など）

http://www.uchieco-shindan.go.jp/2015/

SUGGESTION
BOX

試食会

●展示会での自社
　ブースの排出量

●講演会での排出量 ●自社試食会での排出量

 
 

その他（任意）

その他に当てはまる活動の例

環境省「うちエコ診断」ウェブサイト

環境省「環境家計簿」ウェブサイト

ECO-FRIENDLY
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サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
排
出
量
の
算
定
、

お
疲
れ
様
で
し
た
。こ
れ
で
、会
社
に

来
て
い
る
ア
ン
ケ
ー
ト
の
関
連
す
る

設
問
に
自
信
を
持
っ
て
答
え
る
こ
と

が
で
き
そ
う
だ
よ
。先
日
の
社
内
会

議
で
も
、経
営
陣
が「
環
境
を
ビ
ジ
ネ

ス
と
し
て
捉
え
る
」と
い
う
方
針
を

打
ち
出
し
て
い
て
、そ
の
た
め
に
ま
ず

は
投
資
家
や
消
費
者
に
対
し
て
環
境

に
対
す
る
リ
ス
ク
や
事
業
機
会
に
つ

い
て
認
識
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
を

し
っ
か
り
示
し
て
い
き
た
い
ん
だ
。

で
も
算
定
し
た
だ
け
で
満
足
し
て
は

だ
め
だ
よ
。算
定
結
果
を
ど
の
よ
う

に
活
用
し
て
い
く
か
が
重
要
に
な
る

か
ら
ね
。A
さ
ん
、算
定
結
果
か
ら
分

か
る
こ
と
が
あ
る
か
な
。

は
い
、①
当
社
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

排
出
量
の
全
体
を
見
た
場
合
、カ
テ

ゴ
リ
1
の
購
入
し
た
製
品・サ
ー
ビ

ス
が
全
体
の
半
分
以
上
を
占
め
る
こ

と
が
最
大
の
ポ
イ
ン
ト
だ
と
思
い
ま

す
。こ
の
カ
テ
ゴ
リ
1
の
削
減
を
今

後
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。

②
購
入
し
た
製
品
と
い
う
こ
と
は
、モ

エ
バ
ー
ガ
ー
の
フ
ィ
ッ
シ
ュ
ブ
ロ
ッ
ク

を
調
達
し
て
い
る
海
外
会
社
か

ら
の
調
達
が
多
い
よ
ね
。あ
そ
こ
の

会
社
は
今
す
ご
い
省
エ
ネ
努
力
を
進

め
て
い
る
は
ず
な
ん
だ
け
ど
な
。

は
い
。私
も
研
修
で
見
て
き
た
ん
で

す
が
、高
効
率
の
冷
凍
設
備
の
導
入

や
輸
送
ル
ー
ト
の
効
率
化
な
ど
の
省

エ
ネ
努
力
を
し
て
い
ま
し
た
。で
も
、

今
回
の
算
定
で
は
カ
テ
ゴ
リ
1
は
排

出
原
単
位
か
ら
算
定
し
て
お
り
、そ

う
い
っ
た
取
組
が
反
映
で
き
て
い
な

く
て
、一般
的
な
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
か
ら

調
達
し
た
場
合
と
同
じ
結
果
に
な
っ

て
い
る
ん
で
す
。

じ
ゃ
あ
、海
外
会
社
か
ら
実
際
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
消
費
量
の
デ
ー
タ
な
ど
を
も

ら
う
こ
と
で
、よ
り
正
確
な
サ
プ
ラ

イ
チ
ェ
ー
ン
排
出
量
の
算
定
が
で
き

る
し
、省
エ
ネ
努
力
を
し
て
い
る
サ

プ
ラ
イ
ヤ
ー
と
連
携
し
て
い
る
こ
と

を
示
せ
る
か
も
し
れ
な
い
ね
。

他
の
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
に
も
省
エ
ネ
取

組
み
を
進
め
て
も
ら
う
よ
う
に
提
案

す
る
こ
と
で
、さ
ら
に
カ
テ
ゴ
リ
1

の
削
減
に
つ
な
が
る
か
も
し
れ
な
い

し
、エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
は
調
達
コ
ス

ト
と
直
結
す
る
か
ら
、当
社
の
調
達

コ
ス
ト
低
減
に
も
役
立
つ
か
も
し
れ

な
い
ね
。今
後
は
そ
う
い
っ
た
サ
プ
ラ

イ
ヤ
ー
連
携
が
取
組
み
の
カ
ギ
に
な

り
そ
う
だ
ね
。

カ
テ
ゴ
リ
別
排
出
量
の
ま
と
め

おわりに

カ
テ
ゴ
リ
別
排
出
量
を
ま
と
め
、取
組
み
の
効
果
を

検
討
し
よ
う

排
出
量
の
多
い
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
見
つ
け
削
減
す
る

こ
と
で
、コ
ス
ト
の
低
減
を
図
ろ
う
。

TRY

カ
テ
ゴ
リ
別
排
出
量
の
ま
と
め

1
カ
テ
ゴ
リ
1
の
内
訳

2

1

スコープ1＆2

【スコープ3 カテゴリ1】
購入した製品・サービス

105,200

105,648

46,506

30,044

11,416

5,733

8,610

41,112

58,520

39,564

68,900

45,356

算定対象範囲：

国内の環境

マネジメント

システムの

対象範囲

フィッシュ
ブロック

26.3 百万円 4.00 t-CO2eq/百万円 環境省DB[5]
No.42「その他の水産食品」

冷凍魚介類 18.6 百万円 5.68 t-CO2eq/百万円 環境省DB[5]No.

ベーコン 6.9 百万円 6.74 t-CO2eq/百万円
環境省DB[5]
No.35「肉加工品」

小麦粉 2.8 百万円 10.7 t-CO2eq/百万円
環境省DB[5]
No.44「製粉」

塩 0.8 百万円 14.3 t-CO2eq/百万円
環境省DB[5]
No.108「塩」

砂糖 0.7 百万円 8.19 t-CO2eq/百万円
環境省DB[5]
No.50「砂糖」

香辛料 2.1 百万円 4.10 t-CO2eq/百万円
環境省DB[5]
No.55「調味料」

油 3.6 百万円 11.4 t-CO2eq/百万円
環境省DB[5]
No.53「植物油脂」

びん 9.5 百万円 6.16 t-CO2eq/百万円
環境省DB[5]
No.148「その他のガラス製品」

包装袋 8.4 百万円 4.71 t-CO2eq/百万円
環境省DB[5]
No.138「プラスチック品」

食缶 10.6 百万円 6.50 t-CO2eq/百万円
環境省DB[5]
No.188「金属製容器及び製品」

段ボール 5.8 百万円 7.82 t-CO2eq/百万円
環境省DB[5]
No.97「段ボール」

◎◎フード

◎◎フード

○○ミート

△△製粉

○△製塩

△○製糖

△&◎

○◯オイル

◎□ガラス

△△袋店

◎◎製缶

□□ダンボール

①×② 該当する活動 調達元 ①活動量 ②排出原単位 参照元 備考購入した製品・サービス

スコープ1、2に含まれない
燃料及びエネルギー関連活動

CATEGORY 3

雇用者の通勤
CATEGORY 7

輸送、配送（上流）
CATEGORY 4

輸送、配送（下流）
CATEGORY 9

資本財
CATEGORY 2

投　資
CATEGORY 15

リース資産（下流）
CATEGORY 13

フランチャイズ
CATEGORY 14

購入した製品・サービス
CATEGORY 1

販売した製品の使用
CATEGORY 11

販売した製品の廃棄
CATEGORY 12

事業から出る廃棄物
CATEGORY 5

その他（任意）

出　張
CATEGORY 6

●該当する活動がないため算定対象外

スコープ3
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A
さ
ん
、③
企
業
の
環
境
取
組
み
に

関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
が
出
た

よ
。去
年
に
比
べ
て
す
ご
く
ス
コ
ア

が
上
が
っ
て
い
る
よ
。

や
り
ま
し
た
ね
！
ま
ず
は
当
社
と
し

て
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全
体
で
の
温

室
効
果
ガ
ス
の
排
出
に
つ
い
て
把
握

し
て
い
る
こ
と
で
、環
境
面
の
リ
ス

ク
と
事
業
機
会
に
つ
い
て
検
討
し
て

い
る
こ
と
を
示
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
ね
。

そ
う
だ
ね
。A
さ
ん
、こ
れ
か
ら
こ
の

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
と
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
排
出
量
算
定
結
果
を
踏
ま

え
た
今
後
の
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
連
携

の
取
組
み
に
つ
い
て
、社
長
説
明
に

行
く
か
ら
、同
席
し
て
く
だ
さ
い
。

え
！
社
長
説
明
で
す
か
！

そ
う
だ
よ
。こ
の
前
も
言
っ
た
通
り
、

環
境
を
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
捉
え
る

当
社
方
針
も
あ
っ
て
、社
長
は
サ
プ

ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全
体
か
ら
環
境
経
営

を
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
み
た
い
な
ん
だ
。例
え

ば
、自
然
解
凍
で
食
べ
る
こ
と
が
で

き
る
冷
凍
食
品
の
開
発
や
、環
境
負

荷
の
低
い
包
装
材
の
利
用
な
ど
の

取
組
み
に
つ
な
げ
た
い
よ
う
だ
か

ら
、サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
排
出
量
の

考
え
方
も
興
味
が
あ
る
み
た
い
。社

長
か
ら
具
体
的
な
算
定
に
つ
い
て
質

問
が
あ
っ
た
ら
A
さ
ん
に
答
え
て
も

ら
う
か
ら
そ
の
つ
も
り
で
ね
。

分
か
り
ま
し
た
。資
料
を一
式
持
っ
て

同
行
し
ま
す
。当
社
の
企
業
価
値
向

上
の
た
め
に
も
頑
張
り
ま
す
！

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
な
ど
で

取
組
み
の
効
果
を
検
討
し
よ
う

　
　

◯
◯
社
は
排
出
量
算
定
に
よ
っ
て
、今
後

の
課
題
と
な
る
カ
テ
ゴ
リ
を
特
定
し
、環
境
に

対
す
る
取
組
み
へ
の
外
部
評
価
も
得
る
こ
と
が

で
き
た
。今
後
は
こ
の
結
果
を
踏
ま
え
、算
定

方
法
を
見
直
し
な
が
ら
、さ
ら
な
る
排
出
量
削

減
に
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

排
出
量
削
減
の
取
組
や
算
定
結
果
の
活
用
の

　

ヒ
ン
ト
と
事
例
は
裏
表
紙
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

まとめ

ス
コ
ー
プ
3
の
算
定
が
調
査
の
対
象
と
な
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
な
ど

3

●日本の主要企業3,600社が対象。
●「環境経営度調査」は企業の環境経営を総合的に分析し、温暖化ガスや廃
棄物の低減などの環境対策と経営効率の向上を、いかに両立しているか
を評価する調査で、日本経済新聞社が1997年から毎年１回実施。
●第16回「環境経営度調査」調査報告書（2012年9-11月調査）からスコー
プ3関連の設問が追加された。
●調査の概要はランキング形式で公表され、企業の関心が高い。
　第19回「環境経営度調査」調査報告書より環境経営度ランキング（抜粋）
　http://www.nikkei-r.co.jp/domestic/management/environment/

 

 

▶日経「環境経営度ランキング」
ウェブサイト

▶第１９回「環境経営度調査」
調査報告書・集計表データ

●CDP（旧：Carbon Disclosure Project、現在は単に“CDP”）
は、機関投資家が投資を行う際に、環境への取組を評価基準にし
たいというニーズに対応するため、2000年に英国にて共同設立
された国際NGO。本部はロンドンで、2015年には822の機関投
資家が署名。
●世界中の時価総額の高い企業（全世界で5,000社以上）にアン
ケートを送付。
●日本企業は、「CDPジャパン500」の枠組みの中でFTSEジャパン
インデックスを基本に選定した大手企業500社が評価対象。
●気候変動質問書は2003年に開始され、スコープ３の設問は、第
1回目の質問書から含む。
●気候変動質問書の他にも、水、森林をテーマに質問書を送付して
いる。
●アンケートによって、低炭素社会の到来に対する企業の対応（リスクへの備え、事業機会として
の活用など）を問い、企業のスコアリングを実施・公表するため、企業の関心が高い。

　https://www.cdp.net/en-US/WhatWeDo/Pages/cdp-japan-background.aspx

表11.アンケートの回答内容に基づき企業のCO2取組みの格付を実施（世界共通）

出典：CDPジャパン500気候変動レポート2015

CDPスコアにおけるス
コープ3対応評価の重
みは、10％強。

CDPジャパン5001日経環境経営度調査2

●上場企業864社、非上場企業2,136社が対象。
●各事業者の環境への取組みの実態を継続的に調査し、今後、事業者の環境へ
の取組みを一層発展させていくための政策に活かせる基礎資料を収集するこ
とを目的としたアンケート調査。平成3年度から年1回実施。
●平成26年度の活動を対象とした平成27年度の調査より、サプライチェーン排
出量の算定状況や「基本ガイドライン」の利用状況の設問が追加された。結果
の公表は平成28年5月頃を予定。
　http://www.env.go.jp/policy/j-hiroba/kigyo/

環境省「環境にやさしい企業行動調査」3

●環境大臣に対し、企業が地球温暖化対策、廃棄物・リサイクル対策などの分野
において、業界をリードするような取組み（「先進性」、「独自性」、「波及効果」で
判断）を行うことを約束し認定を受ける制度。平成20年の開始以来、平成28
年2月までに39社が認定を受けている。
●認定を受けると、「エコ・ファースト」マークの使用が可能となる。
●平成26年から、認定のための評価項目の一つにサプライチェーン排出量の
　公開が入っている。
　http://www.env.go.jp/guide/info/eco-first/kijun.html
　http://www.env.go.jp/guide/info/eco-first/kijun/kiyaku.html

環境省「エコ・ファースト制度」4

▶「エコ・ファースト」マーク

▶「CDPジャパン」ウェブサイト

▶環境省「環境にやさしい
企業行動調査」ウェブサイト

▶環境省「エコ・ファースト制度
について」ウェブサイト

スコープ3排出量回答数
及び算定結果の第三者に
よる検証・保証の受検状
況についても公開。




